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千代田町告示第６０号

平成２９年第２回千代田町議会定例会を次のとおり招集する。

平成２９年６月５日

千代田町長 高 橋 純 一

１．期 日 平成２９年６月９日

２．場 所 千代田町議会議場
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員

〇応招議員（１２名）

１番 大 澤 成 樹 君 ２番 酒 巻 広 明 君

３番 橋 本 和 之 君 ４番 大 谷 純 一 君

５番 森 雅 哉 君 ６番 川 田 延 明 君

７番 髙 橋 祐 二 君 ８番 小 林 正 明 君

９番 柿 沼 英 己 君 １０番 田 雄 君

１１番 青 木 國 生 君 １２番 襟 川 仁 志 君

〇不応招議員（なし）
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平成２９年第２回千代田町議会定例会

議事日程（第１号）

平成２９年６月９日（金）午前９時開会

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期の決定

日程第 ３ 一般質問

本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

〇出席議員（１２名）

１番 大 澤 成 樹 君 ２番 酒 巻 広 明 君

３番 橋 本 和 之 君 ４番 大 谷 純 一 君

５番 森 雅 哉 君 ６番 川 田 延 明 君

７番 髙 橋 祐 二 君 ８番 小 林 正 明 君

９番 柿 沼 英 己 君 １０番 田 雄 君

１１番 青 木 國 生 君 １２番 襟 川 仁 志 君

〇欠席議員（なし）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 高 橋 純 一 君

副 町 長 坂 本 道 夫 君

教 育 長 岡 田 哲 君

総 務 課 長 椎 名 信 也 君

財 務 課 長 柿 沼 孝 明 君

住民福祉課長 森 茂 人 君

環境保健課長 小 暮 秀 樹 君

経 済 課 長 兼
農 業 委 員 会 荒 井 稔 君
事 務 局 長

都市整備課長 石 橋 俊 昭 君
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会 計 管 理 者 小 寺 晴 美 君兼 会 計 課 長

教 育 委 員 会 宗 川 正 樹 君事 務 局 長

〇職務のため出席した者の職氏名

事 務 局 長 田 村 恵 子

書 記 安 西 菜 月

書 記 久 保 田 新 一



- 5 -

開 会 （午前 ９時００分）

〇開会の宣告

〇議長（襟川仁志君） おはようございます。

ただいまの出席議員は12名です。定足数に達しておりますので、ただいまから平成29年第２回千代

田町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

〇諸般の報告

〇議長（襟川仁志君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。

今定例会に付議される案件は、町長提案の専決処分事項４件、報告３件、条例改正３件、補正予算

２件、その他１件、人事案件12件であります。

陳情については、お手元に配付のとおり、「被爆者が核兵器を禁止し廃絶する条約呼びかけた国際

署名や、国への意見書などへのご協力のお願い」１件が提出されておりますので、報告いたします。

議員派遣につきましては、お手元に配付いたしました議員派遣結果報告書のとおり、１件の派遣を

行いました。

続いて、例月出納検査結果報告については、平成28年度２月分・３月分及び平成28年度・29年度４

月分が監査委員よりなされておりますので、報告いたします。

出席説明員については、今朝ほど配付いたしました一覧表のとおりであります。

以上で諸般の報告を終わります。

〇会議録署名議員の指名

〇議長（襟川仁志君） これより日程に従い議事を進めます。

日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。

今定例会の会議録署名議員は、千代田町議会会議規則第125条の規定により、

６番 川 田 議員

７番 髙 橋 議員

以上、２名を指名いたします。

〇会期の決定

〇議長（襟川仁志君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今定例会の会期は、本日から16日までの８日間といたしたいと思います。これ

にご異議ございませんか。

［「異議なし」と言う人あり］
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〇議長（襟川仁志君） ご異議なしと認めます。

よって、今定例会の会期は本日から16日までの８日間と決定いたしました。

〇一般質問

〇議長（襟川仁志君） 日程第３、一般質問を行います。

質問の順序は、通告順といたします。なお、質問は、全員一問一答方式で行います。

最初に、５番、森議員の登壇を許可いたします。

５番、森議員。

［５番（森 雅哉君）登壇］

〇５番（森 雅哉君） おはようございます。議席番号５番、森雅哉でございます。議長の許可を得

ましたので、通告に基づきまして質問をさせていただきます。

では、最初の質問です。「広報ちよだ」の35年分を電子化し、ＤＶＤとして１枚3,500円で販売が始

まりました。私も早速１枚購入させていただきましたが、とても興味深い内容で楽しむことができま

した。これはすばらしい取り組みだと思います。3,500円で500枚の発行ということで、全て販売する

と税込みで175万円になります。在庫を残さないほうがよいということもありますが、せっかく制作

したのですから町民の皆様にはぜひ入手していただきたいと思います。

それについて少しお聞きさせていただきたいと思います。４月17日の上毛新聞での記事によります

と、将来的には町の公式ホームページでの公開も検討しているということですが、公開してしまうと

購入率の低下も少し心配されます。しかし、その点に関しては、インターネットに接続できる環境の

ない方や手元に置いておきたいという方もいらっしゃると思いますので、特に問題はないかもしれま

せん。つきましては、今後の販売の方法やＰＲなど何か計画があるようでしたら教えていただけます

でしょうか。例えばイベントで販売することやチラシを製作してＰＲする、35年分の中から興味深そ

うな記事を取り上げて紹介することや、みどりちゃんチャンネルで取り上げるなど、そのようなこと

を考えていらっしゃるのかどうか、お聞かせいただけますでしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 皆さん、改めましておはようございます。森議員の質問にお答えいたします。

本町の「広報ちよだ」につきましては、昭和30年10月１日、千代田村報第１号が発行されました。

昭和34年１月１日、第40号で「広報ちよだ」に名称を改め、その後も時代とともに内容やデザインを

変えながら創刊から60年以上の歩みを刻んでまいりました。「広報ちよだ」には、千代田町の町政に

関する記事を初め、その時々の大きな出来事やお知らせ、地域の話題などもふんだんに盛り込まれて

おり、町政の歴史を振り返る記念として、もちろんふるさと千代田の歩みを知り、これからの本町の

あり方を考える上でも第一級の歴史的な資料と位置づけることができると思います。
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町では、その大変貴重な価値に着目しまして、現在も危惧している資料の経年劣化による毀損や散

逸、滅失等を防止し、歴史的資産として後世に引き継ぐため、創刊号からの「広報ちよだ」をデジタ

ル化し、誰もが便利で気軽に閲覧できるよう、平成28年に「広報ちよだ」デジタルアーカイブ事業に

取り組み、「広報ちよだ縮刷版」ＤＶＤ２枚１組を限定500個セットを作成しました。デジタル化した

全データをもとにキーワードや年代別の検索もできるような機能も付加しております。

平成29年４月より広く町民の皆様にも閲覧をいただきたいと考え、有償頒布として実費相当額を基

本として、１セット3,500円で販売を開始したところであります。６月７日現在で38セット売り上げ

実績となっております。

ご質問の販売方法につきましては、４月号の「広報ちよだ」や町ホームページでの周知、まちづく

り町民集会でのお知らせをさせていただきました。また、議員からのお話もありました４月17日付の

上毛新聞においてもＰＲをさせていただいたところであります。今後より多くの方に千代田町の歩み

を知り、郷土愛を深めていただくために、「広報ちよだ縮刷版」ＤＶＤ版の完売を目指し、現在の役

場会計課窓口の販売だけでなく、町のイベントや行事などにおける移動販売の可能性なども模索して

いきたいと考えております。

なお、町公式ホームページでの記事の一般公開につきましては、当面の間は見合わせていきたいと

考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

最後になりますけれども、議員各位の皆さんもぜひ購入していただいて、千代田町の歴史を振り返

っていただければと、こう考えておりますので、議会終了後でもよろしくひとつお願いいたします。

以上で終わります。

〇議長（襟川仁志君） ５番、森議員。

〇５番（森 雅哉君） ありがとうございます。第一級の歴史的資料ということで、私もそう思いま

す。もう少しやはり部数が伸びるといいと思いますので、私も協力していきたいと思います。千代田

町の今までの皆さんの努力とか歴史が本当に詰まっているものだと思いますので、多くの方が楽しみ

に見ていただければと思います。

では、次の質問をさせていただきます。千代田町総合福祉センターの送迎について質問させていた

だきます。もう既に検討されているということも聞いておりますが、具体的な内容を確認させていた

だきたいと思います。

千代田町総合福祉センターの送迎ですが、現在は朝と夕方の２回になっています。これですと、朝

に総合福祉センターに行った方は、夕方まで家に帰ることができません。お昼に家で御飯を食べたい

人が帰宅できるように、もう少し便を増やすようにできないものでしょうか。それが実現しますと、

午前中は家にいて、午後から行きたいという方にも便利になると思います。それについてお聞かせい

ただけますでしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。
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［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 総合福祉センターの送迎バスにつきましては、町の社会福祉協議会において

運行しております。総合福祉センターが開所して以来20年ほど運行しておりまして、その間ルートの

軽微な変更等は行ってきましたが、基本的に１日２回の運行自体は変わっておりません。しかし、そ

の間ふれあいタウンちよだの造成や舞木土地区画整理、ジョイフル本田の進出など、町内の環境も目

覚ましく変わってきております。

また、本町におきましても高齢化社会の進行が進んでいるところから、誰もが安心して暮らせる、

安心して充実した生活が送れる地域社会の実現を目指し、千代田町地域福祉計画、地域福祉活動計画

を作成しております。この活動計画の中において、今の町の現状に適合したバスの運行の見直しが計

画されておりまして、現在社会福祉協議会において福祉バスの運行内容の見直しの検討作業を行って

いるところであります。そんなに先にならないうちにこの辺の改善もできるかなと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ５番、森議員。

〇５番（森 雅哉君） 見直しの計画やいろいろ検討されているということで、とても楽しみにして

おります。

それと、次なのですが、送迎のコース、先ほどは時間の件だったのですけれども、使う人にとって

より便利なルートを検討したり、柔軟な対応をしていただければと思いますが、これについても既に

検討されていると思いますが、それについてはいかがでしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） バスの運行回数ということなのですけれども、これは運行回数や運行ルート

につきましては、より利便性の高いものとなりますように、現在社会福祉協議会において現地の確認

を含めた詳細な運行内容の検討に入っておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ５番、森議員。

〇５番（森 雅哉君） ありがとうございます。より利便性のよいものになるように、私も期待して

おります。

では、次の質問をさせていただきます。買い物弱者、買い物難民と呼ばれることがある生活用品な

どの買い物に困っている方々が千代田町でも問題になっております。現状としては、近所の方にお願

いしたり、スーパーで配送してくださっているケースもあると聞いています。高橋町長も以前からそ

れを気にしていらっしゃいますが、それについて何か具体的になってきているか、あるいは計画がで

きているかまたは何か実現がやりづらい点などあるか、その辺をお聞かせいただけますでしょうか。

よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。
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［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 買い物難民対策ということですけれども、本町におきましても高齢化社会の

進展が進み、核家族化や町民の生活様式の変化、また商業施設の大型化、郊外化などのさまざまな要

因により、特にひとり暮らしの高齢者の方々を中心として日常の生活必需品の買い物などが困難な状

況であると認識をしております。

そして、その対策におかれましては、交通インフラの整備や商業振興、新たなサービスの創設など

が考えられますが、いずれにいたしましても買い物難民の解消には、新たな施策の創設や既存事業の

調整、関係所管の連携協力などが必要であり、本町の現状に当たりましては施策を展開していきたい

と考えております。

また、今現在で利用できる行政サービスといたしましては、介護保険をご利用の方におきましては

生活支援サービスとして買い物代行などが利用できます。更には、買い物弱者対策にもつながる新た

な事業として、町社会福祉協議会においてあんしん福祉サービス事業を本年度において始めるべく、

現在事業の検討調整準備を行っております。これは、町内にお住まいの日常生活を営むことにおいて

支援が必要な高齢者、障害などをお持ちの方々等を対象にサービス利用会員に登録をしていただきま

して、本事業に賛同いただいた地域住民の方々が協力会員として登録し、生活必需品の買い物代行、

ごみ出し、住居の清掃、整理整頓など、簡単簡易な範囲での生活サービスにご協力をいただく住民参

加型の事業となっております。

今後におきましても、安心して日々の生活が送れるまちづくりを行政はもとより、さまざまな分野

の方々の協力を得ながら推進していきたいと考えておりますので、よろしくご理解をいただきますよ

うお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 森議員。

〇５番（森 雅哉君） ありがとうございます。いろいろと検討され、準備も進んでいるということ

と、あと買い物だけでなく、ごみ出しとか、その他いろいろな不便を解消すべく動いてくださってい

るということで、私も期待しておりますので、またよろしくお願いいたします。

以上で質問を終わります。ありがとうございました。

〇議長（襟川仁志君） 以上で５番、森議員の一般質問を終わります。

続いて、４番、大谷議員の登壇を許可いたします。

４番、大谷議員。

［４番（大谷純一君）登壇］

〇４番（大谷純一君） おはようございます。４番、大谷でございます。議長の許可をいただきまし

たので、通告に従いまして一般質問をさせていただきたいと思います。

平成28年第２回定例会において髙橋議員が都市計画道路について一般質問されましたが、今回は違

った視点から一般質問したいと思います。
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都市計画道路赤岩新福寺線について質問します。この道路は、平成12年４月に計画決定され、平成

23年度から事業許可を取得し、社会資本整備総合交付金の採択を受け、国庫補助金による補助率が50％

から55％で工事を実施してきたとの町長の答弁がありました。

そこで、そもそも都市計画道路をなぜ計画し、どういう経緯で計画決定されたのか、町長にお尋ね

します。簡潔に時系列的で経緯をご説明いただけたらと思います。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 都市計画道路がなぜこういう形で計画されたのかということを時系列的にと

いうことなのですけれども、まずこの都市計画道路につきましては、都市の骨格を成形して、機能的

な近隣市町との広域的な連携など都市活動を確保するために、まちづくりに大きくかかわる道路であ

ることはもちろんであります。都市計画法に基づきまして将来の都市像を踏まえ、あらかじめルート、

幅員が決定された道路であります。

本町では、平成12年の４月に、おおむね20年後の平成32年を見据えまして、６路線、約10キロが都

市計画決定されております。赤岩新福寺線につきましては、3.6キロメートル、幅員が17メートルで

決定されております。

ご質問の進捗状況等でございますが、平成28年度末現在1.1キロ、石田食堂様の裏から東へ区画整

理区域の東端までが供用開始となっております。計画道路の延長対比では約31％となっております。

現在では舞木地内の石田食堂様の裏から西へなかさと公園入り口、セブンイレブンまでの区間、これ

が270メートルと、赤岩地内の区画整理東端から県道赤岩足利線までの区間の190メーターを平成23年

度から社会福祉整備総合交付金の採択を受けまして、用地買収及び建物補償等を順次進めております。

国からの交付金が激減されている状況ではありますが、おかげさまをもちまして平成28年度末現在で

約83％の用地買収等のご協力をいただいておるところであります。ご理解のほどよろしくお願いいた

します。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） この赤岩新福寺線は、主要県道足利千代田線の代替道路、つまりバイパスと

して申請なさっているのでしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） これはバイパスではなくて、都市計画道路ということで、今現在そこにあり

ます足利赤岩線、そこまでの計画となっております。それから先はまだこれからなのですけれども、

バイパスではなくて、あそこにおかれましては平成12年度に、先ほど述べたように、平成12年度にた

しか６路線ですか、６路線を都市計画道路の中の一カ所ということで捉えておりますので、よろしく

お願いいたします。
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〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） 次に、不幸なことに東日本大震災、熊本地震や鳥取地震など、各地で天災が

起きた結果、国の財政に余裕がなく、復興を優先第一ということで、補助率が10％程度となってしま

っていることは、ご承知のとおりでございます。これは被災地のことを考えれば、我々の道路は必需

の道路ではなく、あったらいいな的な道路は我慢しなければならないというのは至極当然なことであ

ります。それが結果として補助率削減という結果になっているわけであります。

その削減された補助金を頼みに、毎年少しずつ前進してきたわけでありますが、先ほど町長の答弁

にありまして、平成27年度が82％、28年度が83％、１％増えたわけですけれども、残りの用地、建物

について何軒ぐらい残っているのか。残りの買収にどれくらいの費用がかかるのか。そして、残りの

道路単体の工事としてはどれくらいの金額を積算しているのか、町長にお尋ねします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 今現在どのくらいの金額等が残っているかという部分も含めましてですけれ

ども、まず住宅の移転費用でありますけれども、これが建物補償費につきましては、これまで８軒で、

約１億7,800万円です。残りが４軒、4,800万円程度を見込んでおります。用地買収費につきましては、

これまで5,900平方メートル、約7,700万円です。残りが1,200平方メートルで、約1,800万円を見込ん

でおります。従いまして、建物補償と用地買収費を合わせた残りが約6,600万円を見込んでおります。

道路築造費につきましては、西側舞木地内分と東側赤岩地内分を合わせて約１億円超を見込んでおり

ます。よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） ただいま４軒というふうにありましたが、残りのこの住宅に住む方とは合意

の見込みがあるのでしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 残りの方は、今年度を目安に担当課のほうが一生懸命今交渉に入ったり、入

るところであります。１年間を目安に何とか交渉して、何が何でもこれはあそこの道は通そうと思っ

ていますので、担当課も一生懸命今やっているところでありますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） ご承知のとおり道路は田や畑に通すのなら簡単ですが、実際に住んでいる方

に移転していただくのは並大抵の苦労ではできません。一番いいのは、「道路ができるのでどいてく

ださい」と、「はい、わかりました」といただける住民の方。次は、「少し待ってください」と、「時

期が来たらどきます」と言っていただける方。一番難航するのは、やはりもう先祖伝来の土地だとか、

あるいは自分のつくったうちに思い入れがあるので、壊したくないとか、そういう方は大変だと思う
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のですけれども、そのような場合に行政として代執行もあり得るのか。あるいはなるべく伝家の宝刀

は使わずに、粘り強く交渉するのか。最終的な町長のお考えだと思いますが、その辺お伺いしたいと

思います。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 最終的に行政代執行があり得るのかという質問なのだと思うのですけれども、

それは全く考えておりません。これは粘り強く交渉に当たりまして、ここ１年を目安にやっていくの

がこれは妥当かなと、こう考えておりますので、お願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） 道路建設は、長い時間と経費と粘り強い交渉が必要で、５年、10年は早いほ

うだと伺いました。一人はみんなのためにの精神で、町民が恩恵を享受できる道路がいち早く開通す

ることを切に望みたいと思います。

そして、次に毎年少なくなった補助金が当てにできずに、少しずつしか前進できないこの事業に対

し、町長は昨年の答弁で、町単体でもやらなくてはならないとの認識を示したと思いますが、残りの

費用をもし町で借金した場合に、起債した場合に、何億借りて何年で払って何％の金利というふうに

お考えなのか、その辺をお伺いしたいと思います。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） もし交付金が見込めない場合のことを想定しているのだと思うのですけれど

も、これは国においては、先ほど議員が述べられたように、東日本大震災、熊本地震の復興が第一優

先だと考えております。次に、防災安全とかインフラ老朽化対策が重点事業となっておると思います。

新設街路事業に係る交付金が全国的に激減している、先ほど議員が述べたとおりであります。平成

29年におかれましては、県より新規工業団地へのアクセス道として重点事業の配分をいただきました。

平成28年度におかれましては、830万円余に対して、約2.5倍の2,080万余の内示をいただくことがで

きました。交付金については、本来事業費の55％は厳しい状況ですが、これまでも建物補償費に単独

費を充当してきましたが、残りについても事業推進のためにある程度は単独費を充当してでも早期完

了に向け進めてまいりたいと考えております。

本町においても、鉄道と国道がない町でありますので、早急に整備を行っていきたいと思います。

最終目的はいろんな部分の人口、住民の交流人口の増加も望みたいと思っております。先ほど、仮定

で交付金がもし圧縮された場合にはどうするのだという部分ですけれども、これはまだ今年度の部分

も、実は先週も永田町のほうに行ってきまして、陳情してきたところであります。今年度からまた新

たに我々が描いていた以上に交付金もいただいておりますので、それ以上今年度もまたいただくよう

に努力をしていきたいと思います。
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先ほど私のほうも昨年度も述べたように、ここは交付金がもし思うように来なくても、来るように

は努力はするのですけれども、もし来ない場合は、これは町のほうで独自で資金を捻出してでもやろ

うと、こう考えています。金額のほうは、まだその全体像の交付金が来ないことには、今年度の交付

金が来ないことには、金額が全体像がまだ把握できませんので、来た段階でまたお知らせしたいなと

思っています。

道は開通して初めて役に立つものだと、こう考えております。途中で終わっているのでは、これは

だめだと思いますので、開通して初めて道は役に立つものだと思っていますので、よろしくお願いし

ます。先ほど議員が述べたように、一人は万人のために、万人は一人のためにという言葉があります

が、交渉にぜひ何が何でも今年度残りの交渉の地主の方には交渉して、先が見えるようにはしたいと。

来年度はうまくいけば工事のほうにも着手できるかなと、このように考えています。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） 次に、都市計画道路赤岩新福寺線が南北に延びる県道152号赤岩足利線に接

続するまでの事業が決まっているわけですが、それを延伸して農免道路まで接続したいとの町長の展

望が昨年ありました。私も新福寺、中島、舞木権現を通って、赤岩五反田道を通って農免道路につな

がれば、明和町の国道122号へとつながり、物流面も含めて大変便利になります。

そこで町長にお尋ねしますが、県道赤岩足利線より東側、町民プラザの南側を通過して農免道路に

至るまでの区間は、都市計画決定はしていないと思いますが、早く地元住民に理解を求め、延伸する

方向性を出したほうがよいと思いますが、お考えはどうでしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 都市計画道路から今ある町道に延伸はするのかということだと思うのですけ

れども、本町におかれましては、先ほど述べられたように、鉄道、国道がない町であります。縦軸と

横軸となるアクセス道路の整備は大切かと考えております。今後の町のためにも、まずは東西の軸と

なる赤岩新福寺線は、真に必要な交通インフラと認識しておりますことから、平成30年の完了を目指

して現在進めております。

更に、県道赤岩足利線から東へ広域農道接続についても、明和との連携のもと接続して延伸してい

きたいと考えております。明和町においても、現在キャンパック様の丁字路から122号バイパスまで

の間について整備を行っていただいているところであります。

町の将来のグランドデザインを考えていきますと、将来もし今の段階でもこの東西の道がやはり先

ほど述べたように、都市計画道路、更にはそれと結ぶ道、議員がお話しするように、これが重要な道

になってくるかなと思っております。そう考えていきますと、これから設計等もございますので、設

計を幾つかの案を出して、あそこに保健センターもありますので、その辺もいろいろ勘案しながらこ

れから設計をしたり、地権者との交渉にもこれからいろいろ精査して入っていこうかなと、こう考え
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ております。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） 次に、この都市計画道路赤岩新福寺線が当初予定の県道赤岩足利線に接続し

た時点か、あるいは農免道路に接続した時点で、この都市計画道路は県のほうから町道から県道へと

昇格することになっているのか、あるいは町から県に対して県道への昇格を要望するのか、その辺は

いかがでしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 県道を昇格するかという質問なのですけれども、これは幹線町道の27号線、

広域農道の県道昇格については、以前平成23年度及び24年度に開設されました館林邑楽地域市町村懇

談会において、群馬県知事へ明和町と共同で要望を行ったと伺っております。県道昇格については、

時間もかかりそうですが、当路線の重要度は明和町と共通認識を持って、昨年度には明和千代田地域

東西広域幹線道路整備研究会を設置いたしました。県館林土木事務所におかれましても、メンバーと

して加わっていただきまして、今後も県及び明和町と連携をした中で整備手法の一つとして技術的な

問題点を研究してまいりたいと考えておりますので、今後の明和さんとのことも含めまして、今後検

討していきたいと、こう考えております。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） 都市計画道路が県道へと昇格した場合、既存の主要県道足利千代田線の、さ

っきバイパスではなくて都市計画道路だと、町長ご答弁ありましたが、既存県道を町道へ降格し、町

で管理することになるかもしれませんが、そうした場合、中島から赤岩の信号、あるいは延伸した場

合、下中森までの長距離が町の維持管理対象道路となるわけですが、その場合の年間維持額というの

はどのくらいと積算していますでしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 現段階では、県より県道昇格には交通量や道路構造の問題など長時間を要し

ますが、条件が整えばの要素の一つとして、並行する既存の県道は町道として格下げとならざるを得

ないと伺っております。

町の負担する年間維持費額はどのくらいかと考えているのかとのことですが、現段階ではあくまで

仮にの話でしか申し上げられませんが、並行する既存の県道としては、主要地方道足利千代田線と上

中森川俣停車場線が該当してくるかと思います。負担する年間維持額については、状況によって大き

く変わってくると思います。舗装の穴埋めや路肩の除草程度であれば年間数百万円程度から、部分的

な路盤入れかえによる舗装補修であれば数千万かかることもあろうかと思います。

また、一定区間の路盤入れかえによる舗装補修となると、億単位でかかってくる場合も想定される
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と思います。その辺も踏まえた中で県及び明和町と連携し、最善策を研究してまいりたいと考えてお

ります。

県道と申しますと、町道と交通量もまた変わってくるわけです。そう考えていきますと、上の表層

だけでなくて、下層路盤のほうも全部入れかえていく状況になってしまうのです。そうしますと、億

単位の資金がかかってしまうという状況かなと思いますので、これはまた明和さん、当町と、あとは

館林土木、県等で相談をしながら、これはタイミングもあることですから、極力町の負担がかからな

い方向でこれは考えていこうと思います。お願いします。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） あと１点質問なのですが、仮に中島のセブンイレブンの入り口、まだちゃん

とでき上がっていませんが、を入り口と、県道赤岩足利線の県道にぶつかったところを出口とするな

らば、入り口である中島のセブンイレブン付近の交差点の改良工事、いつをもって着手する予定なの

でしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） ちょうどこちらから行きますと都市計画道路の突き当たりですよね。これに

関しましては、今年度は用地買収等を済ませまして、更には来年もしくは再来年に工事を予定してい

こうと、こう考えております。

あそこのところが、入り口が今石田食堂さんのちょうど西側になってしまっておりますけれども、

あれを抜くことによってスムーズに車、トラック等も入ってくるかなと、こう考えておりますので、

今年度は買収、来年度には工事着手と。場合によっては東側を先にやるか、西側を先にやるかという

部分においては、来年、再来年の工事になってくるかなと、こう考えております。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） そこで、最後に問題になるのが、先ほど町長もおっしゃっていましたように、

県と国との交渉です。補助率が微々たるもので、町が単独で起債し、事業を完了しましたと。県道に

昇格します。あとの維持補修は県でしますと。しかし、旧県道の足利千代田線は、これから町で面倒

を見てくださいというのでは、県にいいとこ取りをされているようで、町の負担が更に増えるように

感じます。

釈迦に説法ではありますが、現在の県道足利千代田線は８メートル道路で、歩道も狭く、危険性が

あるために交通の流れを都市計画道路に振り分けたいということが大義かと思います。今後県や国に

対し、いかに大義を納得して補助率を上げてもらい、スピード感を持って工事し、いかに早く開通さ

せるかが事務方の腕の見せどころだと思いますので、期待しております。

道路は完成して初めて道路の役割をなすわけで、交付金が見込めない今、町はこのまま少しずつ工

事を目指すのか、起債をして一気に進めるのかの岐路に立っていると思います。将来のために起債を
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起こして未来の人にも借金を背負わすのか、難しい判断が迫られています。年間予算50億の町が、５

億、10億の借金をすることは、年収500万の人が50万、100万の借金をすることと同じように、たやす

いことのように思われますが、町の予算では突発的な民生費や教育費、土木費の出費もあり、慎重に

決めなければなりません。執行部側には改めて起債金額、もし借金する場合、期間、金利等十分精査

していただきまして、ご提示していただければと思います。

最後に、町長、ご意見があればお願いします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） ご意見があればということなのですけれども、私はよく思うのですけれども、

町の将来像、町のグランドデザインですよね。道もそうですけれども、これをいろいろ考えていきま

すと、将来的に橋がそこにもしできたならば、こういうことをいろいろ私も考えるのです。寝る前も

朝起きてからも考えるときがあるのです。そうしますと、いろいろ考えると、先ほど言った横軸のこ

の道を橋が、新橋が一応県のほうの予定ですと34年までに着手予定という予定にはなっているのです。

これはあくまでも予定なのですけれども、そう考えていきますと、その前に、ここの今議員が述べ

られたこの都市計画道路、あと延伸も含めてこの道は非常に重要な道かなと、こう考えております。

そう考えていきますと、この道がもし開通した場合は、開通したときには、工業団地初め、いろんな

買い物客、地元住民も含めて随分物流の物の流れも変わってくるのかなと、こう考えております。そ

う考えていきますと、その後今県道で活用しているところの舞木、赤岩、瀬戸井、上中森、五箇地区、

新福寺も含めて、今ある県道です。この辺の車もかなり少なくなってくるのかなと、こう考えており

ます。その後は、新たな今手をつけているところの道、都市計画道路延伸も含めて数年後には開通さ

せて、その後に利根川新橋という状況になっていきたいなと、こう考えております。

更には、先日皆さんにお知らせした工業団地の件です。これも32年度に完成予定という状況で目指

しておりますので、売りやすくもなってくるかなと、こう考えております。将来を見据えたいろんな

道だけではありませんけれども、将来を見据えた町の施策というのが非常に大切になってくるのかな

と思います。もし議員のほうもいろんな方と接した中で提案をしていただければありがたいなと思っ

ていますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ４番、大谷議員。

〇４番（大谷純一君） ありがとうございました。

以上で私の一般質問を終わりにさせていただきます。

〇議長（襟川仁志君） 以上で４番、大谷議員の一般質問を終わります。

続いて、８番、小林議員の登壇を許可いたします。

８番、小林議員。

［８番（小林正明君）登壇］
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〇８番（小林正明君） それでは、ただいまより一般質問に入らせていただきます。議席番号８番、

小林正明です。

質問は、教育委員会に対してですが、２つございます。まず、１つ目の質問に入らせていただきま

す。いじめ問題とその対策についてお尋ねいたします。

いじめの問題は、昨今毎日新聞報道あるいはテレビ放送等々で本当に報道されている件数というか、

内容といいますか、多くございます。いじめ防止対策推進法は、2013年９月に施行されました。学校

には、いじめ防止対策基本方針の策定と対策組織の設置を義務づけたということであります。これは

ご承知かと思いますけれども、滋賀県の大津市の中学２年生が2011年10月にいじめを苦に自殺を図っ

たと、自殺をしたと、それがもとになっておるようであります。

心身に重大な被害を受けたり、長期欠席を余儀なくされたりした場合を重大事態と定義しておりま

す。学校には、文部科学省や自治体への報告が義務づけられている現状であります。残念ながら法施

行後もいじめを苦にした自殺等は続いておる次第であります。具体的には、次の質問とさせていただ

きます。４項目、いじめ問題と対策について問うの中にあります。

まず１つ目ですが、いじめ防止プログラム、フォーラムの年間計画等についてお尋ねいたします。

現在の活動状況等々についてお願いしたいと思います。

また、いじめ加害・被害経験のある４年生以上、小中学生においては、９割が被害者もしくは加害

者あるいは両方、そういった調査結果も政府機関系から出ております。国立教育政策研究所の追跡調

査結果によれば、いじめ加害・被害経験が９割と、驚くべき数字が出ているということの結果報告が

ありました。千代田町においては、そんなことはないかと思いますけれども、その辺の調査、もし調

査されていましたらその数値、実態報告。もしなされていなければ、今後ぜひとも検討していただき

たいと思いますので、あわせて質問させていただきます。よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 岡田教育長。

［教育長（岡田 哲君）登壇］

〇教育長（岡田 哲君） ご質問にお答えいたします。

まず、何点かあったのですけれども、いじめ防止プログラムの年間計画、そういうのがあるのかど

うかということについてお答えしたいと思います。町内小中学校におけるいじめ防止プログラムにつ

いては、学校ごとに作成されているいじめ防止基本方針に年間計画が掲載されています。

主な内容といたしましては、いじめ問題を意識化する取り組みやいじめの早期発見のためのアンケ

ート実施、学校行事、特別活動等による人権意識の高揚や人間関係の形成、情報機器の取り扱い等に

ついて考える取り組み、挨拶運動の実施などです。詳細については、各学校のホームページをご覧い

ただきたいと思っております。

なお、今年３月に文部科学省でいじめ防止等のための基本的な方針の改定があったため、今年度各

校のいじめ防止方針を見直し、修正を行っていく予定です。
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また、広域的ないじめ防止に関する取り組みについては、10月ごろに板倉高校が中心となって、館

林邑楽地区の小中高等学校の児童生徒が集まり、いじめ問題について考え、話し合い、発表し合うい

じめ防止フォーラムといった取り組みがあります。それを受けて町では、12月に小中３校の児童生徒

会の役員が集まり、いじめ防止に向けて各校で取り組んでいる内容を発表したり、いじめに関する共

通テーマで考えを出し合ったりする千代田サミットを毎年実施しております。今年度も開催する予定

であります。

年間計画は以上で、続いて件数まで。続きまして、いじめの件数の認識はということでございます

が、まず認知件数ですが、平成23年度小学校は２件、中学校が４件、24年度は小学校５件、中学校は

なし、25年度は小学校５件、中学校２件、26年度は小学校５件、中学校はなし、27年度は小学校１件、

中学校１件でした。そして、昨年28年度は小学校33件、中学校３件となりました。昨年度の件数が急

激に増加していますが、これは全国的にいじめによる重大事態が発生し、文部科学省からいじめの捉

え方をもう一度見直し、どんなに小さいことでも積極的にいじめとして認識するような指導があった

ためです。

また、認識されたいじめの内容で多かったものは、悪口や嫌なことを言われる、からかわれるであ

りました。続いて、嫌なことをされる、蹴ったりたたいたりされる、仲間外れ、無視されたりすると

続いています。これらのことから、いじめと捉えるか捉えないかは、受け取る人によって違いがあり

ますが、相手の心を傷つけてしまう心ない言葉が使われていたり、行為が行われていたりすることは

確かであります。根気強く児童生徒と向き合い、いじめがなくなるように取り組みを強化してまいり

たいと考えております。

以上でございます。

〇議長（襟川仁志君） ８番、小林議員。

〇８番（小林正明君） どうもありがとうございました。詳細については、今伺いました。それはア

ンケートと先ほど教育長おっしゃいましたけれども、全校生徒の調査だったのでしょうか。いわゆる

この全数という言い方はおかしいですね。生徒数全員を対象としたアンケートの結果だったのでしょ

うか。後でお答えいただきたいと思います。後でというか、次の質問に入るときに回答をいただけれ

ばと思います。

今後の展開といたしまして、いじめを少なくする、防止する。先ほど千代田サミットを開いていま

すと。実は私、４年ぐらい前でしょうか、その中に参加させていただきました。当時のことを思い出

すと、一生懸命真剣にやられていることが印象に残っております。

ただ、私一番懸念するのは、今重大事項、重大事態がないからいいのかな、これは喜ばしいことな

のですが、逆に考えたら重大事態が起きないように対策をとるのが、まず一番大事かなと思います。

それについてもう一度お考えがありましたら、先ほどの回答と一緒にお願いしたいと思います。

〇議長（襟川仁志君） 岡田教育長。
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［教育長（岡田 哲君）登壇］

〇教育長（岡田 哲君） 質問にお答えしたいと思います。

まず、初めの全体のいじめ調査であったのかということですけれども、これは全員に調査しており

ます。月に１回ほど調査して推計をとって、どういう事態なのかを検討して、これはいじめとして認

識したほうがいいのかどうかを調査して、その上で挙げている数字です。特に子供ですから、小さい

子供ですので、ちっちゃいときにはいじめられたとか、悪口を言われたもいじめた、いじめたという

ことになっていますので、その辺について本人がいじめられたというふうに認識した場合には、いじ

めとして報告するような形をとっております。

続いて、現在の対策と今後についてどのようなことを考えているのかという質問でございますけれ

ども、各学校ではいじめ防止、いじめ問題への対応に向けていじめ基本方針が作成されています。い

じめは、人間として絶対に許さない行為でありますが、どの学校にもどの学級にもどの子供にも起こ

り得るものとしていじめ問題を捉え、いじめ対策に対する校内組織の編制、未然防止、早期発見、早

期解消……

〇議長（襟川仁志君） 岡田教育長、それについては質問されていないと思いますが。

〇教育長（岡田 哲君） そうですか。そうしたら、対策等々ということで、ではこの次にまたお話

を申し上げたいと思います。

以上です。

〇議長（襟川仁志君） ８番、小林議員。

〇８番（小林正明君） ありがとうございます。それでは、続きまして２番目の質問に入ります。

対話式授業、アクティブラーニングについての現状。現在どのようにやられているのか、あるいは

こんなような考え方で今後展開します、それでも結構であります。やはりアクティブラーニング的な

発想、要はしっかりとした話し合いですね。生徒が話しやすい発表を中心に、主体的、対話的に学ぶ

アクティブラーニング、それを言っているそうですが、対話式授業、これは先生が行う授業はもちろ

んそのようにされていると思いますけれども、やはりより児童生徒の発言を促す、そして考えさせる、

言葉のキャッチボールをしっかりする、そういった指導の仕方が大事かと思いますので、現状あるい

は今後どのような考えでアクティブラーニングをやっていらっしゃるのか、お尋ねいたします。

〇議長（襟川仁志君） 岡田教育長。

［教育長（岡田 哲君）登壇］

〇教育長（岡田 哲君） ご質問にお答えいたします。

対話式授業、アクティブラーニングはどのようになされているのかということですけれども、次期

学習指導要領では、主体的、対話的で深い学び、これを称してアクティブラーニングと呼んでいます

けれども、そうした授業の視点に立った授業を改善して、質の高い学びの実現を目指していきなさい

というのが国の方針として出されております。



- 20 -

対話的というのは、話し合いというイメージが浮かぶと思いますけれども、文部科学省のいう対話

的な学ぶというのは、子供同士の共同、教師や地域の人々との対話、先人の考え方を手がかりに考え

ることなどを通して、自己の考えを広げ、深めていく学びとしています。表面的、形式的な話し合い

ではなく、他者とのやりとりを通して多様な情報が入ってくることにより、自分の考えをより確かに

したり、新たな考え方に気づいたり、１人だけでは生み出せなかった考えを生み出したりと、思考を

広げて深めていくといった目的を持った対話や話し合いの活動のことです。

今でも１時間の授業の中で隣同士のグループなどで考えを出し合ったり、意見をまとめたりといっ

た学習活動は、どの学校でも行っていましたし、現在も行っています。しかし、形だけの話し合いに

なっていることも否めません。そのため、何のための話し合いなのか、話し合いでどんな考えを児童

生徒から引き出したいのかなどの目的を明確にした対話的な学習として位置づけられるよう、授業改

善を図っているところです。

以上でございます。

〇議長（襟川仁志君） ８番、小林議員。

〇８番（小林正明君） ありがとうございました。それでは、次の質問に入らせていただきます。

現在の対応と今後の対策についてお尋ねいたします。群馬県、県いじめ問題対策連絡協議会におい

ては、ネットいじめ防止、ＳＮＳを介したいじめ防止の自主ルート等を今討論が始まった、会議が始

まったとも聞いております。昨今はネットいじめ防止策、無料通信ラインなどＳＮＳを介したいじめ

が深刻な問題となっております。

この間も新聞投書で読んでいましたが、19歳の女子学生の投書でしたけれども、まさしく、半分大

人になっている年代であるわけですけれども、中学生時代ですか、高校時代なのか、振り返ったよう

な内容の記事だったのですが、こんなことが書いてありました。ＳＮＳ、インターネットを介しての

ネットいじめというのは、本当に深刻だと。これは学校外の問題でもあるのですが、そういったこと

でネットいじめ防止の自主ルールの考え方、あるいは家庭内での、これは教育委員会の見解と若干ず

れますけれども、延長線上で考えれば、家庭内でのルール化についての考えについてお尋ねをしたい

と思います。

そしてまた、大泉町の例なのですけれども、いじめ問題調査委員会の設置を県内で２番目にしたと、

この間新聞報道で知ることができました。千代田町もそういった対応を含めて、現在の対応と今後の

対策についてお尋ねいたします。よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 岡田教育長。

［教育長（岡田 哲君）登壇］

〇教育長（岡田 哲君） ネットに対するいじめ等も含めて対策、それから国の方針等も含めてご返

答したいと思います。

現在の対策と今後の対策なのですけれども、先ほども申し上げましたけれども、いじめ防止といじ
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め問題の対応については、いじめ基本方針を作成して対応しています。いじめは、人間として絶対許

されない行為でありますが、どの学校にもどの学級にもどの子供にも起こり得るという、そういう問

題点で問題を捉えなさいということになっております。

そのため、校内の組織、未然について、早期発見とか早期解決、重大事態への対応など、基本方針

について各学校で組織、計画的にいじめ防止に現在取り組んでいるところです。例えば先ほど申し上

げましたけれども、児童生徒がいじめについて考える取り組みとして、小学校では年数回、いじめ防

止集会を開催しています。中学校においては、生徒会が主体となって毎月第２火曜日にいじめについ

て考える時間を設けています。

早期発見に関しては、どの学校も毎月生活アンケートを行い、その情報をもとに聞き取りを行うほ

か、アンケートで訴えがなくても気になる児童生徒には声がけをして、声がけを行うようにしていま

す。

今後の対策としてですけれども、昨年度文部科学省の方針が改定になった点や重大事態が発生した

ときのいじめ問題対策委員会の設置、組織等について再認識するとともに、教育委員会のいじめ防止

基本方針を見直し、それをもとに各学校のいじめ防止基本方針の必要な箇所を修正していく予定でい

ます。

また、教育委員会では、平成27年度より携帯、スマートフォン等の所有率等の調査を実施しており

ます。小学校高学年は３割程度、中学校ですと半数以上が所持をしているという現実があります。携

帯やスマートフォンだけでなく、ゲーム機やタブレットなどを含めたインターネット接続機器の所持

率となりますと、小学校中学年でも６割を超えます。

こうしたインターネットやＳＮＳによるいじめは、現在表にあらわれてこないいじめとして大きな

問題となっておりますので、その防止に向けたルールづくりや保護者への啓発も含め、対策を考えて

いきたいと思っております。教育委員会ではまだアップはしていませんが、重大事態等が発生した場

合の取り組みについて具体的に動けるような形のものを今取り組んでいる、つくっているところです。

大まかなところはもう全てでき上がっておりますので、近いうちにアップさせていきたいと考えてお

ります。

また、いじめ問題等についても、ネットの関係のいじめ等々が問題になることもあるのですけれど

も、それらについても保護者への啓発とか、子供たちへの使い方のマナーであるとか、そういうこと

について十分配慮した指導をしていきたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（襟川仁志君） ８番、小林議員。

〇８番（小林正明君） ありがとうございました。それでは、時間の関係もありますので、次の質問

に入らせていただきます。

大きい２番目の質問であります。道徳の特別教科化についてお尋ねいたします。道徳の特別教科化
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について、2018年度から特別の教科に位置づけられる道徳の小学校用教科書の検定結果が公表されま

した。副読本の読み取り中心の授業から、考え、議論する道徳への転換が図られるとのことでありま

す。教科書全てにいじめを題材とした記述が盛り込まれております。

一方、教師の皆さんにおかれましては、現在でも非常に多忙であり、どのような授業をしていただ

くのか、教師多忙の改善策も課題がございます。そのような背景のもとに質問させていただきます。

４つございます。

まず１番目、考え、議論する道徳への対応策についてお尋ねいたします。現在の事例がありました

ら、その紹介をお願いします。そして、今後の展開等をお尋ねいたします。

また、西小学校においては、学校だよりの中に記載がございましたけれども、今年度から道徳につ

いて一生懸命といいますか、しっかりと教育をすると、学校だよりにも載っておりました。もし西小

学校での具体的な活動内容なり展開がありましたら、ご報告といいますか、お答えいただければと思

います。

以上です。よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 岡田教育長。

［教育長（岡田 哲君）登壇］

〇教育長（岡田 哲君） ご質問にお答えいたします。

まず、道徳の教科化についてでございますけれども、どんなような授業をするのかということだと

思うのですけれども、文部科学省では今回の特別な道徳の位置づけの背景に、深刻ないじめ問題が挙

げられているということを指摘しておりますが、これまでの道徳の授業の中の指導にも既にいじめに

関する指導等、直接ではありませんけれども、行われておりました。善悪の判断、正直、誠実、勇気、

親切、思いやり、友情、公正公平、生命尊重などの発達段階に応じていじめに関する内容がたくさん

盛り込まれておりました。

さらに、教科化される道徳では……

〇議長（襟川仁志君） 教育長、申し上げます。

ちょっと事務方と相談してください。答弁が違うみたいなので。

〇教育長（岡田 哲君） では、議員さんの質問にまたもとに戻りまして、議論する道徳ということ

でまずお答えしたいと思います。

児童生徒は、よい行い、悪い行いをするということはわかっています。道徳の時間に資料を読んで、

登場人物の心情を理解することもできています。しかし、あくまでも頭の中で理解しているだけであ

って、自分のこととして考え、実践に結びつけることは不十分であると思います。そのため文部科学

省は、今後考え、議論する道徳への切りかえていくように示されております。例えばよいことだとわ

かっていても、それを実践することの難しさや、悪いことだとわかっていてもやってしまう人間の弱

さ、一人一人がみんな違った考えを持っていることなどを気づかせていく授業をしていくというもの
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です。

このような授業を行うには、児童生徒の実態を十分に把握し、どのような児童生徒に育てたいのか、

道徳を通して何を考えさせていくのかを明確にした上で教材の活用や他者の考え方や感じ方に多く触

れる工夫をした授業づくりが必要になってきます。学校現場では、今まで行われてきた道徳の授業を

もとに見直しをしていく必要がありますので、教育委員会では国や県からの授業づくりに関する情報

などを伝達し、各校では県で行われている道徳に関する研修などに代表者が出席し、それを全職員に

広げるなど本格実施に向けた準備を行っているところです。

なお、西小学校では、道徳の授業を校内の中心となる研修に位置づけて、全教職員で共通理解のも

と、特別の教科、道徳に移行できるように現在取り組んでいるところですが、具体的な内容となりま

すと、校内研修として道徳を取り上げまして、そして子供たちの中からたくさんの意見を出させる教

材の提示の工夫をまずするということだそうです。そして、いろんな意見が出てきた後で、それに対

してお互いに意見を交わし合って考え方を深めていくという、そういう授業ができるようにしていく

ということで、今研修を進めているところです。

以上でございます。

〇議長（襟川仁志君） ８番、小林議員。

〇８番（小林正明君） 次の質問へ入らせていただきます。

多忙の教師、そしてその教師への研修、そして教科書の選定理由、これ８社、24点選択肢があるよ

うですけれども、何かその基準がありましたらお願いしたいと思います。

〇議長（襟川仁志君） 岡田教育長。

［教育長（岡田 哲君）登壇］

〇教育長（岡田 哲君） ご質問にお答えいたします。

教科書の選定方法ですけれども、各学校には道徳教育推進委員という担当がおりまして、その教員

が中心となって県主催の研修会において国の動向や研修を受け、所属校の教職員に最新の情報や研修

内容を伝達したり、本格実施に向けて準備をすることなどを整えたりしております。

また、一昨年、夏期研修で教職員向けの道徳の授業づくりに関する研修などを行いました。そのほ

か、東部教育事務所の前期学校訪問では、どの学校でも必ず道徳の授業を１つ以上参観してもらい、

指導助言を受けて授業の改善に取り組んでおります。

教科書の選定についてですが、小学校は来年度から教科化が実施されます。今年度教科書の選定が

行われますので、それは千代田町は邑楽郡と館林によって構成されている東毛第３地区の教科書選択

地区の協議会を経て選択されることになります。中学校に関しては、平成31年度から教科化のため、

来年度に道徳の教科書選定が行われる予定になっております。

以上でございます。

〇議長（襟川仁志君） ８番、小林議員。
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〇８番（小林正明君） ちょっと時間が押してきましたので、１問飛ばせていただきまして、最後の

質問とさせていただきます。

教師の多忙化解消の改善策についてお尋ねいたします。現在、特にこれから道徳だけでなく、次期

学習指導要領においては、先ほど教育長の答弁にもありましたが、英語が小学校の英語、そして新た

なプログラミング等が教育として導入されるわけであります。そういった中で教師は非常に多忙であ

ります。全国の教師の多忙化解消は、本当に課題となっておりまして、群馬県の教育委員会において

も新年度に改善策を検討する協議会の立ち上げに取り組む予定とのことであります。

一つの事例でありますが、勤務時間が11時間超えである。そしてまた、中学校教師の過労死水準が

58％、この数字をめぐっては難しいところありますけれども、６割弱の方がもう過労死寸前の労働環

境、状況にあると。これには部活動の休養日設定が必要ではないのか。横浜市の例でありますが、ハ

ッピーアフタースクールの考え方も大事なことではないのか。

そしてまた、実務的な仕事として校務の支援員の方、そういった事務的な補助員の考えです。そし

て、部活動指導員の考え方等あわせて現在の状況と、そして今後の対応についてお尋ねいたします。

よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 岡田教育長。

［教育長（岡田 哲君）登壇］

〇教育長（岡田 哲君） ご質問にお答えいたします。

教師の多忙化ということですけれども、それが児童と向き合う時間が少なくなる。子供たちに目が

通らなくなって、いじめ原因になっていくのではないかということのご質問かと思いますので、現在

新聞等で教員の多忙化が問題になっています。授業以外に会議、部活動、授業の準備、生徒指導など

で問題が起きたときの対応などで多くの時間を費やしているのが現状です。これらを少しでも解消す

るために、まず学校では校務の効率化としてパソコンでの事務処理、会議時間の短縮化などの工夫を

行っています。町で各校に配置している学習支援指導助手や特別支援教育支援員も教職員の負担軽減

の一助になっているというふうに考えております。

また、日ごろから教職員は、生徒指導の問題が起こらないように学級づくりや学校が楽しいと思え

るような魅力ある学校づくりに努力しているところであります。

次に、休暇の取得等も大事な要素であると考えます。休めるときに休むというので、昨年度から子

供たちが夏季休業中のときに県で決められている行事を持たない期間の平日５日間は、学校自体を完

全閉校としています。更に、夏休み、長期休暇中に年次休暇を４日以上取得するように管理職が教員

に積極的に声がけを行っているところであります。

中学校では、部活動が勤務時間の多くを占めているので、そのあり方について学校で話し合いがな

されているところであります。これから夏の大会や新人大会に向け、部活動に熱が入る時期なので、

多くの休みを設けることはできませんが、下校時刻を日の入りの時刻によって設定しているため、冬
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季は比較的部活動の余裕を持てるようになっています。

また、大きな大会が行われるのは夏から秋にかけてであるため、冬には定期的に部活動休暇日、休

業日を設けていく方針で調整を進めております。

更に、今後中学校における教員の多忙化解消策の一つとして、国が提案している部活動指導員の導

入についても、国の動向や本町の実情を考慮して、その導入を検討していきたいと考えているところ

であります。健康な心と体があっての仕事ですので、他地域の取り組み等も参考にしながら教員の多

忙化解消に努めてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ８番、小林議員。

〇８番（小林正明君） あと４分になりましたので、本当に最後の質問をさせていただきます。

〇議長（襟川仁志君） 質問は、申しわけないですけれども、できませんので、まとめに入ってくだ

さい。

〇８番（小林正明君） まとめに入ります。

どうもありがとうございました。教師が多忙で子供に向き合うゆとりがなければ授業に工夫を凝ら

すこともおぼつかない。そんなわけで、学校の業務のあり方をきちんと整理して効率的な運営を図っ

ていただくとの答弁をいただきました。誠にそのとおりだと思います。よろしくお願いいたします。

それでは、部活指導員の考え方なのですが、地域社会の中でなかなか、先般教育長ともちょっと会

話させていただきましたけれども、元気な高齢の方を部活指導員として招くようなことができないの

か、今後考えていかなくてはいけないなと思います。いわゆるアクティブシニアの方です。そういっ

た方を何とか部活動の顧問等々に招聘することはできないのか、最後の質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ５分を切りましたので、質問はできませんので、まとめに入ってください。

〇８番（小林正明君） と考える次第であります。

今後とも子供たちの健全育成のためには、教育委員会、学校側としての対応が非常に不可欠であり

ます。もちろん私たち議員も一般住民の一人として、今後教育委員会が活動しやすいように、学校が

運営しやすいように協力する所存であります。お互い意見交換しながら今後とも前向きな教育行政が

できるようにともに頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

一般質問を終わります。ありがとうございました。

〇議長（襟川仁志君） 以上で８番、小林議員の一般質問を終わります。

ただいまから10時40分まで休憩といたします。

休 憩 （午前１０時２６分）

再 開 （午前１０時４０分）

〇議長（襟川仁志君） 休憩を閉じて再開いたします。
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〇議長（襟川仁志君） 続いて、３番、橋本議員の登壇を許可いたします。

３番、橋本議員。

［３番（橋本和之君）登壇］

〇３番（橋本和之君） ３番の橋本です。議長に許可をいただきましたので、通告に従いまして質問

をさせていただきます。

私の質問は、大きく２つを予定しております。まず１つ目は、調整池の活用策についてです。この

質問の目的から先にお話ししますと、新規工業団地に造成予定の調整池は、公園など多目的に利用で

きるように設計していただきたいということであり、既存の調整池についてもその場所その場所に合

った利用ができるように変更を考えてもらいたいということでございます。

私は、以前から担当課長に、上中森地区ふれあい団地北側の調整池とジョイフル本田南側、ａｕシ

ョップ東側の調整池に、主にアシと思われる雑草が生い茂り、虫が湧き、衛生的にも、見た目の景観

的にもよくない旨を話しておりました。特にふれあい団地側は、現在も住宅地を販売中の場所であり、

購入希望者の購買意欲に水を差しかねない見栄えと思います。定期的に除草作業をしているというこ

とでございましたが、どのみち管理費を使うのであれば、２つの調整池は常に水がたまっている場所

であるため、その水を利用したビオトープや親水公園のようにして景観をよくしたり、これからの話

はハードルが高いのですけれども、ハスを植えレンコンの栽培をしたり、ナマズなどの魚の養殖をし

たりして、６次産業化につなげるというのはどうかと、いろいろ提案しておりましたが、課長からも

う既に費用面で問題があるとは伺っております。

しかしなのですが、今回の新規工業団地は、まさに新規ですので、単純に決められた面積の調整池

と緑地をつくるのではなく、調整池の周りを緑地で囲い、その周りをウオーキングできる公園にする

とか、調整池内にふだん水がたまらないような場所であれば、人が中に入るようにしてベンチを置く

だけでも、人によっては散歩コースが１つ増えると思われます。

また、壁に的を描けば壁当てのテニスができますし、壁を垂直ではなく、Ｕの字のようにすること

によって、スケートボードができるようにすることも可能です。そういったちょっとした工夫でたく

さんの人が楽しめるようになります。また、それらによって将来オリンピック選手が誕生し、「私の

原点はあの工業団地内の公園にあった」と言う人が出てくるかもしれません。

今回は工業団地内の調整池なので、池内にたくさん柱を立てて、その分面積は多くつくるのですけ

れども、ふたをして社員駐車場や来賓駐車場として利用していただくというのはどうでしょうか。購

入する企業にとっても付加価値の高い土地利用となると思います。これらのことを踏まえまして、今

回の新規工業団地の調整池について、多目的に利用できるよう設計する予定があるのかということを

お尋ねしたいと思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。
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［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 新規工業団地の調整池の件なのですけれども、調整池は大規模開発時におけ

る開発面積に応じた治水対策として、当該地域の時間当たり最大雨量の５年確率、30年確率の気象観

測数値をもとに、放流先である河川の被流量、いわゆる単位流域面積当たりの流量に合わせ、一定時

間貯留できるだけの容量を設けなければなりませんと、こうあるわけです。新規工業団地においても、

当然必要となりますが、調整池の目的は治水対策であります。

平時に公園などの多目的に利用できるものにしてはどうかとのことですが、新規工業団地の最終目

的は分譲すること、すなわち企業誘致であります。群馬県、特にこの東毛地域は、企業様が興味を持

ってくれる地域ですが、理由として道路網のアクセス性がよい、電気・ガス・工業用水などのインフ

ラが整っている、自然災害が比較的少ない、そして埼玉県と比較すると、土地の単価が安いというこ

ともあります。特にこの地域では地下水位が高く、平常時に多目的な公園として利用できるような構

造とする場合は、調整池を浅くしないと乾いた状態を保つことはできないと思います。調整池を浅く

すると、浅くした分の貯留容量を面積でカバーしなければならないと思います。予定している面積よ

り広げていく必要があるかなと、こう考えております。できるだけ分譲単価を安くするには、売れな

い調整池の面積を大きくしたり、必要以上にお金をかけてしまうと、分譲単価がはね上がってしまう

可能性があります。従いまして、本末転倒となってしまう可能性もあります。

ご質問の意味は十分理解できますが、この地域の特性上、適さない状況と考えますので、ご理解を

よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ３番、橋本議員。

〇３番（橋本和之君） ご答弁ありがとうございました。治水対策、防災対策というのが大前提であ

るということですが、私のほうも存じ上げております。課長のほうから地下水が高いという話も聞い

ております。費用がもちろんかかると、売るに当たって費用がちょっと増しますよということも伺っ

てはおるのですが、ほかの自治体でも工業団地をつくって、自治体間の競争にもなると思います。そ

うすると、売れない調整池なのですけれども、活用することはできると思うのです。それを企業に選

んでもらう一つのポイントになるのではないのかなと思います。

また、ジョイフル本田西側の商業施設なのですけれども、これはまだ売れていないと思います。町

長初め当局者の方がすごく努力しているのは、私のほうも存じ上げています。あそこにも調整池があ

ります。あれも、さっきちょっと言いましたけれども、ふたをして、もちろんその分面積が上がって

しまうのですけれども、ふたをすることによって、例えば商業地なので、一時的に売るわけにいかな

いですので、商品の搬送とかに使ってもらうとか、そういったことで切り口を変えたアプローチとい

うのでしょうか、そういうことも可能なのではないかなと思います。

また、先ほども申し上げましたけれども、ふれあい団地の調整池なのですけれども、衛生的にも景

観的にもよくないし、恐らくクレームも出ていると思います。そうすると、少し手を加えて公園など
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にすると、売っていますから住宅の販促にもつながって、最終的にはよい投資となるのではないかな

ということも考えられるのですが、その辺を含めて既存の調整池、今度なのですけれども、変更して

いくというお考えがあるかどうか、聞かせてください。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 既存の調整池について予算をとって、新たな施設で目的を持って変更しては

どうかという質問ですよね。

先ほども回答したとおり、多目的に利用できる施設とするためには、底を浅くして、浅くした分を

面積でカバーする必要が生じてきます。また、何らかの施設を設置した場合も、治水対策上必要な容

量を確保した上での設置となるかなと、こう考えております。12.1ヘクタールなのです、今度新たに

開発するところは。そうしますと、浅くしますと面積を広くとるわけですから、12.1ヘクタールを業

者さんのほうに緑地帯と調整池のほう、これを売るわけにいかないですよね。そうしますと、それを

面積をもっと広げることによって、その単価がもう少しはね上がってしまうと、単純にこういうこと

なのです。

そうしますと、この目的は治水対策なのです、調整池は。そう考えていきますと、現段階では厳し

いかなと、こう考えております。既存の調整池は、ふれあいタウンちよだ内に３カ所あるわけです。

面積を広げることは物理的に厳しいかなと、無理だと思います。

また、何らかの施設を設けるには、施設以上に容量確保のための費用が想定されると思います。町

にはなかさと公園を初め、東部運動公園、昭和公園、くらかけ公園、ふれあいタウンちよだ内にも南

公園と西公園がございますので、限られた予算の中で調整池の活用に予算を投入ではなく、既存の公

園の維持管理、また活用していただくように努めてまいりたいと考えております。ご理解のほどよろ

しくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ３番、橋本議員。

〇３番（橋本和之君） ありがとうございました。治水対策の話がずっと出ておりまして、私も理解

しております。やっぱり治水プラスアルファというのが必要かなという認識で私はおります。

例えばよその自治体とかで役場の庁舎なんかを新設するときというのは、平時は役場の庁舎で、何

かのときは防災対策の本部ですよといった２通りの考え方をしてつくります。それとちょっと切り口

を変えたというのでしょうか、反対の方向のアプローチなのですけれども、調整池というのは防災の

ためにつくる、治水のためにつくるのですけれども、平時は何もないというのでしょうか、平時の有

効利用も最初から念頭に置いてつくっていただけると、より活用の幅が広がるのかなというふうに思

っております。この質問はこの辺にしたいと思います。新規工業団地もまだちょっと時間があります

ので、改めてご検討いただくといいかなと思っております。

続いての質問にちょっと移りたいと思うのですが、次の質問なのですけれども、千代田町の観光対
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策についてです。先日、３月11日、19日に行われた日帰りツアーですけれども、私も19日にツアー参

加者のお出迎えということで、ほかの議員の皆さんとキャベツの刈り取りからコケ玉づくりまで参加

させていただいたわけですが、ツアー参加者の喜ぶ姿を見て、千代田町を知っていただくこと、体験

して感じていただくことのきっかけとしては、大変意義深いものだったと感じました。ツアーに最後

まで同行したわけではございませんが、とても評判がよかったと聞いています。

そこでなのですけれども、アンケートなどでツアー参加者の生の声をとっているようなら、お聞か

せいただきたいと思います。また、ツアーを運営した東武トップツアーズの旅行業者としての評価、

町の評価、この３点、参加者の評価、業者の評価、町の評価を伺いたいと思います。よろしくお願い

します。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） ３月11日、19日に行われたバスツアーのことに関してということです。日帰

りバスツアーにつきましては、千代田町の魅力を存分に知っていただくために、ぐんま総合情報セン

ター、通称ぐんまちゃん家、千代田町、そして東武トップツアーズ株式会社と連携をしまして、千代

田町の認知度、イメージアップを目的に千代田町周遊ツアーを企画したものであります。

募集を開始後、多くのお客様から問い合わせをいただきまして、チラシ配布から２週間で完売をい

たしました。キャンセル待ちの状況となりまして、都内から多くのお客様を誘客することができまし

た。これは東武トップツアーズの企画の中でもトップクラスの速さで申し込み終了となったものと伺

いました。今現在体験型のツアーが人気となっておりまして、コケ玉づくりと野菜の収穫体験が魅力

的だったと伺っております。

参加者の評価につきましては、アンケート調査を行ったところ、81％が「満足」、18％が「ほぼ満

足」との回答をいただいております。特に斉藤いちご園でのイチゴ狩りが好評で、「今までに食べた

ことのないおいしいイチゴだった」と評判でありました。

また、館林駅では駅長のお出迎えや、千代田町到着後の私と議員さんとみどりちゃんのお出迎えを

行いまして、ツアーにかかわった皆さんが親切で温かいおもてなしで対応したことも好印象を持って

いただいたと考えております。

町といたしましても、地域の魅力を発信しまして、参加者の多くの方に満足していただいたことを、

また千代田町を知っていただいたことは、一定の成果は上げられたと考えております。今後も引き続

き町のＰＲに努めまして、交流人口の増加を図っていきたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。

よく思うのですけれども、これから掘り起こす観光とか、私も昨年度も言ったのですけれども、町

をＰＲしていくのには、まずいろんなところから町外の方が来ることによって体験型、体験型のお祭

りに関してもなのですけれども、体験型をこれを行っていただかないと長く続かないと、こう考えて
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おります。今年度、議員が述べられたように、行った企画は、まずキャベツの収穫、イチゴ狩り、コ

ケ玉づくりと、この体験型、これが好評だったと、こう考えております。今後も継続してまた行って

いければと、こう考えておりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ３番、橋本議員。

〇３番（橋本和之君） ありがとうございました。大変高評価だったということで、町の企画として

もよかったのかなと思っております。特に体験型がよかったという町長のお話でございましたけれど

も、評価は今聞かせていただいたのですけれども、ある程度継続的にしていかないと、一定の評価と

いうのはなかなか下せないところもあるのかなと感じておりますが、それを含めてなのですけれども、

今後もしていきたいというお話がありましたが、具体的に例えば今年度こういうのをやりますと、時

期とか内容とか決まっているものがあれば教えてください。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 先ほど述べたように、今年度もまた行いたいと、こう考えております。

３月に実施されました千代田町をめぐる日帰りバスツアーにつきましては、ぐんまちゃん家と千代

田町、そして東武トップツアーズの目的と要望等合致しまして、千代田町単独の周遊ツアーが可能と

なり、実施されたわけであります。町といたしましても、引き続き千代田町をめぐるツアーを企画し

ていただけるよう群馬県と連携をしまして、ツアーを企画する旅行会社等に働きかけていきたいと考

えております。

なお、現在のところ、今年の８月と９月の２日間の予定で、ぐんま総合センター、ぐんまちゃん家

と東武トップツアーズの企画になります館林邑楽地域をＰＲするためのツアーといたしまして、板倉

町、明和町、千代田町の３町をめぐるコースで予定されております。千代田町におきましては、ニガ

ウリ狩りとサントリーの工場見学という内容と今のところなっております。来町の際には、３月のツ

アーと同様に、親切で温かいおもてなしの心を持ちながら迎えていきたいと考えておりますので、ま

たそのときは議員さんのほうにも呼びかけたいと思いますので、ぜひまたご協力をお願いできればと、

こう考えています。

当町におかれましても、マラソンにおかれましても、今年もまた２回目企画するのですけれども、

おもてなしの心というのが非常に大切かなと思います。３月11、19日にも議員各位がおもてなしの心

を持って出迎えてくれたことが成功裏につながったのかなと、こう考えておりますので、次回もまた

ご協力をよろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ３番、橋本議員。

〇３番（橋本和之君） ありがとうございました。８月と９月にまた実施をされることが決まってい

るということで、大変喜ばしいなと思います。

また、千代田町だけではなくて、板倉、明和、ほかの自治体とも協力することによって、その地域
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を盛り上げていく、知らしめていくということには大変いいことだと思います。これを通して更に千

代田町に来てもらうということができればいいのかなと思っています。

さて、ちょっと最後の質問に移りたいと思うのですが、千代田町の観光資源といいますと、何とい

っても利根川になると私は思っています。休日になりますと、ジェットスキーなどのマリンスポーツ

をやりに、町外からたくさんの人が利根大堰近辺から渡船場付近まで来てくださいます。

先ほど質問したツアーと違って、呼び寄せることをしなくても人が集まってくる流れが既にできて

います。このことは、とても価値のあることだと私は思っています。あとはその流れをより大きくし

て、また多く長くとどめることができれば、多大な経済効果が見込めるのではないのかなと思います。

そこでなのですけれども、先日全員協議会で永楽農協と富永農協の移転の話がありまして、現在の

永楽農協の跡地利用ということで、マリンスポーツ向けにレストハウス、休憩施設のようなもの、そ

のときの話だと川の駅のようなものでもあったかなと思うのですが、という案が出ていました。実現

すれば人の流れに大きな影響を与えることができると思います。この案は、農協さんの意向や動向に

も多分に左右されます。実際の実現性も含めて、今後どのように進めていくのか、現在の状況がうか

がえればなと思います。よろしくお願いします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 農協の支所の関係だと思うのです。ＪＡ邑楽館林の支所編成に伴いまして、

永楽支所用地の活用につきましては、３月17日の全員協議会におきまして町の活性化事業として説明

をさせていただいたところであります。

本事業につきましては、ＪＡからの要望を受けまして、本町に合った活用方法を町内で協議したと

ころ、千代田町の知名度を上げまして、町内の活性化につなげられるような町の観光拠点の一つとし

て整備したいと説明させていただきました。

施設の概要といたしまして、芸術の拠点となるような本町出身の書家や芸術家による作品展示や収

蔵、町内から出土した遺物、また町に古くから伝わる伝統工芸品などを展示できる常設ギャラリーと、

利根川から近いという利点を生かしましてウオータースポーツやサイクリングの愛好者が気軽に立ち

寄れるような休憩施設ということで、トイレとかシャワールームとかカフェといった設備を備えた文

化歴史施設として利根川の来訪者が利用できるような休憩室として、２つの要素を兼ね備えた融合施

設ということで考えているものであります。

これまで本町におかれましては、文化や歴史にかかわる施設がありませんでしたので、歴史や文化

に関する資料を後世へ継承するとともに、その魅力を広く町内外へ発信することで、交流とにぎわい

を創出し、未来の千代田町を考える出発点となる歴史文化施設の整備ができればと考えております。

その後具体的に進んでいるのかとの質問ですが、ＪＡ永楽支所の移転ということが前提の事業であ

りますので、５月上旬に町側とＪＡ邑楽館林側におきまして、本事業を連携して進めていくというこ
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とで意思の確認を行ったところであります。今後のスケジュールといたしまして、支所の移転先の検

討協議を行いまして、その後に用地交渉ということになります。

また、あわせて移転先の開発許可の事前協議と、農地であれば農振除外等の事務処理が必要となっ

てくると考えております。今後もＪＡと連携をしながら協議してまいりたいと考えております。今現

在邑楽館林のＪＡのほうが、今年度中に明和のほうが再編で１支所に仕上がるわけであります。その

次もしくはその次あたりを目安に行っていければと、こう考えております。

議員がご承知のように、当町におかれましては、利根川に多いときですと600人からのマリンスポ

ーツを楽しみに来る方がいるわけです。今庁舎内で新たな財源確保も含めまして、この利活用も含め

て、利根川の利活用含めまして今いろいろ検討しているところであります。あそこに来る方にいろい

ろ聞いてみますと、シャワールームが欲しい、カフェが欲しい、トイレが欲しいと、いろいろ要望が

あるわけです。そう考えていきますと、その要望をいろいろ聞きながら、要望に応えていきながら、

それに見合った金額もいただくということを考えておりますので、それと文化と歴史の拠点というの

が千代田町は、町民プラザとかいろいろあるのですけれども、これ文化と歴史の拠点というのがない

のかなと、私的にはこう思うのです。

そう考えていきますと、ちょうど赤岩、あそこの通りのところに歴史文化の拠点となるようなもの

を展示したりして、いろいろ皆さんに見てもらうということを考えておりますので、それは農協とい

ろいろまた連携をとりながら相談していった中で、今後の進め方でまた進んでいくかなと、こう考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ３番、橋本議員。

〇３番（橋本和之君） ご答弁ありがとうございました。来年度、再来年度にはという話もございま

して、本当に実現性を帯びて進んでいるなということがうかがい知れました。本当にすごくいい、実

現すれば千代田町の重要な観光資源となることが期待できますので、ぜひ強力に進めていっていただ

きたいと考えております。

私も千代田町以外の友達なんかが来ると、ここに寄っていけばというところがなかなか千代田って

ないのです。では、ジョイフル本田とかというと、何でもあるところでございますよね。千代田だか

らあるというものができると思われますので、あそこに寄って、例えばこのランチを食べていってよ

と、どうせ来たのだったらといったところができるということは、本当に重要なことだと考えますの

で、今後期待します。

以上で私の質問を終わります。どうもありがとうございました。

〇議長（襟川仁志君） 以上で３番、橋本議員の一般質問を終わります。

続いて、７番、髙橋議員の登壇を許可いたします。

７番、髙橋議員。

［７番（髙橋祐二君）登壇］
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〇７番（髙橋祐二君） ７番、髙橋です。議長に許可をいただきましたので、通告どおり質問させて

いただきます。

高橋町長、町長になられて１年、今年で２年目ということで、町長になったときからいろいろと公

約がありました。その中で行政サービスの向上ということで、町長のほうで公約が上がっていました。

行政サービスの向上、町民への最大のサービス業として、その中で全職員が今認識して仕事をしてい

るのか。行政、住民間の交流の強化はできているのか。町の情報を町民へ早く伝えられているか。そ

れら行政サービスについて、今３つのことをお尋ねしたいのですが、６月の町の広報紙に行財政改革

大綱というのが発表されました。その中にも町民サービスの向上、町民参加の推進ということで細か

く載っていました。これらを含めて具体的に行政サービスについて、町長の見解をお聞きします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 行政サービスの向上でよろしいですよね。

私は、昨年就任をいたしましたときの訓辞の中で、行政は最大のサービス業としてスピード感を持

って業務に邁進してほしいというお話をさせていただきました。また、提案等があればいつでも提案

をしていただき、私が判断してよいと思うことは進める。もし失敗をしたときには、全責任は私が負

うということを伝えさせていただきました。

昨年度は、全職員と意見交換も行いました。さまざまな意見や考えを聞くことができました。もち

ろんよい意見は行政運営に反映するようにしております。このほかにも職員の評価制度の導入や職員

からの新たな財源確保の、先ほども述べたように、財源確保の提案も募集をしているところでありま

す。

本年度は、柿沼財務課長を中心にプロジェクトチームを立ち上げ、提案のあった意見を精査しなが

ら財源確保策の見直しを行っていこうというふうに考えております。

私は思うのですけれども、縦割り行政でなく、横の連携をとり、オール千代田で取り組んでいける

よう、ここにいる幹部職員である課局長とは週に１回のミーティング、更には月に１回の課長会議を

行っております。信頼関係の構築も図っております。また、係長や中堅職員には、部下や同僚の指導

を怠ることなく、町民に笑顔で接し、スピード感を持って対応するよう指示をしております。

新人職員に対しましては、全員と意見交換を行い、私なりの職員への思いをお話しさせていただき

ました。いずれにいたしましても全職員一人一人が行政のプロであることを自覚し、町民の幸せのた

めに業務に当たられる職場づくりに努めてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ７番、髙橋議員。

〇７番（髙橋祐二君） 行政全員がプロであると、そういう言葉なのですが、町民にいろいろ町から

の情報が伝わっていないのではないかというふうに感じております。去年の６月に私も一般質問でや

らせていただいたのですが、町の情報を防災無線等を使ってどんどんお知らせしていくという質問を
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させていただきましたが、「検討します」という答えで終わっています。

先月ですか、千代田町、群馬テレビで30分間、「ぐんま一番」でしたっけ、あれですごい植木職人

が足袋をはいてやっていた。やっぱりああいうのを町民の人に見てもらいたい。自分の住んでいる町

が30分間テレビで出るのだよという、そういうのをやっぱり前もっていついつやるとかという話は聞

いているかもしれないのですが、当日、今夜何時からテレビに出ますので、皆さん見てくださいと。

もっともっと町と町民が、先ほども言ったように、一緒になってまちづくりを進めていくというのが

やっぱり必要ではないかなと思います。そう思います。もう一度町長のその辺の考えをお願いします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 先ほどお話をしたように、もう一点先ほどの中で官民のこの連携の部分のお

話もちょっとさせていただきたいと思います。

就任以来、民間の知識や活力をまちづくりに導入していくために、官民連携の必要性を訴えてきま

した。昨年度実施しましたトレジャーハントやおもてなしマンソンには、多くのボランティアの方々

に参加をいただきました。官民の連携という点では、なかさと公園さくらまつり、企業情報交換会な

どの事業も挙げることができるかと思っております。３月には、議員さんにも協力をいただきました

が、東京・埼玉方面より千代田町の周遊ツアーも企画し、先ほど述べたように、参加者から好評を得

ることができました。

また、職員へも民間との連携を図るよう指示をしております。今後も官民、官と民が協力できると

ころは連携を強化しながら、笑顔のあふれるまちづくりを目指していこうと考えております。

それと、防災無線の関係で、防災無線を活用して町のさまざまな情報を提供したらどうかという提

案かと思いますが、現在町の情報につきましては、「広報ちよだ」、町のホームページ、また学校関係

ではスマホや携帯を利用した情報発信等々で、町の情報発信を行っております。今後行政情報をスマ

ホや携帯で登録していただいた町民の皆様へ発信ができるか否かを含めて検討するように指示したと

ころであります。

議員が述べたように、防災面も含めて情報提供の方法をいろんな観点から検討を、防災無線を活用

したことも含めまして、いろいろな観点から検討してまいりたいと考えております。お願いいたしま

す。

〇議長（襟川仁志君） ７番、髙橋議員。

〇７番（髙橋祐二君） 千代田町町長、副町長、教育長、特別職の３名、また執行部、役場一般職員、

今ちょっと具体的に言うと、前から議会のほうでも取り組んでいるのですが、ごみの減量化で保健セ

ンターでいつも隔月ですか、エコ通信というのが出されております。分別だとか資源ごみだとかいろ

んな部分が出ているのですが、ある町民の方から指摘されました。町職員は、全員がそれについて意

識を持ってやっているのか。それも議員が積極的にそれに取り組んでいるのか、そういう指摘をいた
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だきました。町が、ただ町民にこういうごみの減量化ということで協力してくれよと呼びかけても、

やっぱり言っている本人たちが、この役場全体、全職員がそれについて一生懸命取り組んでいるとい

う姿勢を見せないと、なかなか町民もついてこないのではないかと、そう思っております。

これは議員も含めてなのですが、そういった中で、やっぱり町職員が町をいろいろな運営していく

には、リーダーシップを持って、今行政も議会も両輪ということですので、ぜひそういう取り組みを

していければ、取り組みをしていって、その中に町民の人もどんどん参加していただいて、まちづく

りをしていければと思います。

先ほど行政無線ではなくて、スマホや携帯ということで町の情報をというお話がありましたが、隣

の明和町だと、町の情報を登録すると、スマホや携帯のほうにメールでばんばん毎日のようにいろん

な情報が流れてくるそうです。ただ、それだと千代田町でも高齢者もいっぱいいる中で、やはり高齢

者のほうに伝わりにくい。やっぱりこういう端末で高齢者の方は使いづらいとかという。結局は限ら

れた登録した人しか情報がわからないという不便さもあるのではないかと思います。そうなると、自

分はやっぱりみんなに一遍に知らせられるああいう行政無線を使ってやるのが一番早いのかなと。

仕事柄、前回のときもお話ししましたが、やっぱり大きな市、例えば太田市だとか行田、熊谷、あ

の辺行くと、もうこの時期だとばんばん熱中症に注意してくださいと。きょうの温度は何度、きょう

の湿度は何度、熱中症に注意してくださいという、そういう情報がばんばん流れています。昔も千代

田町だといろんな情報が、そういう無線で聞けたのですが、今も朝７時とお昼と夕方６時で、あと小

学生が帰る３時ぐらい。もっともっと町民にいろいろな情報を町から発信できるようにしていければ

と思います。もう一度町長の見解をお聞きします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） まずはエコ通信、ごみの減量化のことが最初にあったかなと思うのですけれ

ども、先日の課長会議におかれましても、パンフレットを初め、ごみの減量化に伴う生ごみ、これを

配らせていただいたところであります。

議員が述べられたように、これは我々行政職員と幹部職員はもとより、議員各位も共通認識を持ち

まして、お互いがエコに関しても減量化を図っていく必要があるのかなと。ぜひ議員さんのほうにも

購入していただければと、補助金も出ますので、よろしくお願いいたします。

それと、先ほどきょう一番最初に述べたように、ＤＶＤ3,500円。これも共通認識を持つために、

我々幹部職員と議員さんのほうもぜひ購入をして、町の歴史を振り返ったりしていければと、こう考

えております。

それと、防災無線の件に関してなのですけれども、私もたまに、数年前にほかの地域へ行きますと、

いろんな放送をしているのも聞いております。その辺を含めまして千代田町も総務課を中心に、この

辺も今検討しているところであります。これ、スピード感を持って早目に検討して、いろんな部分で
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できる限りの放送ができればと。いっとき千代田町もしていたのですけれども、これに関してはいろ

いろ苦情もあった時期もあるのです。また、時代も変わりましたので、その辺も含めて、またその辺

を精査しながら検討していきたいと、こう考えておりますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ７番、髙橋議員。

〇７番（髙橋祐二君） ぜひ進めていただきたいと思います。

次に、２番目の質問になります。移住・定住促進事業について。今ほとんどのまちで移住すれば何

十万円、土地を買って、中古住宅を買って住めば何十万円と、いろんな補助金が出ています。千代田

町も今補助最高額が60万円という移住者住宅取得費補助金というのがあります。いろんなまちでもや

っているのですが、やはりこの邑楽郡を見てでも、国道がない、鉄道がない千代田町に、いかに来て

住んでもらうか、移住して定住してもらうか、なかなか補助金だけだと難しいと思います。その中で、

今町長が考えていることありましたら、教えていただきたいと思います。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 今行政間の間でいろいろ近隣の市と町も含めまして、いろいろな競争なので

す。人口減ということで、定住・移住に関してはいろんな補助金を盛りながら、いろいろ競争の時代

に今入っているのかなと、こう考えております。

我が本町では、国のまち・ひと・しごとの創生総合戦略の趣旨を尊重しまして、地域の実情に応じ

た今後の５年間の目標や施策の基本的な方向、具体的な施策などをまとめた千代田町総合戦略を平成

28年３月に作成しております。定住・移住の促進については、この総合戦略の４つの基本目標の一つ

として挙げております。定住者への経済的な支援を中心に、移住者住宅取得費の補助、新婚世帯の家

賃応援補助金、３世代同居等の支援補助金の各種補助事業を新たに導入しているところであります。

また、移住・定住促進と関連した内容として、総合戦略の基本目標の一つの柱としまして、人の交

流促進を挙げております。本町には数多くの魅力があるにもかかわらず、十分な観光や移住のＰＲが

不足している側面もあると感じております。

ご質問の補助金以外での取り組みにつきましては、昨年県内の市町村も同様ですが、上毛新聞に記

載の地方創生キャンペーンの「ぐんま愛ここに生きる」で、若者の目線で見た市町村の魅力など発信

させていただきました。

また、昨年度は地域情報の効率的、効果的な情報発信を行っていくために、主に観光、定住促進に

関するＰＲ事業を中心として、ぐんま総合情報センター、いわゆるぐんまちゃん家にふるさとの回帰

支援センター、これは有楽町にあります交通会館での合同移住相談会に参加をしまして、都道府県会

館、東京都の千代田区での関東ブロック物産観光連絡協議会主催の定例記者外来発表など観光イベン

ト情報として千代田町の祭りやおもてなしマラソンのＰＲをしてまいりました。

さらには、本町初の地元を舞台にした体験型の日帰りツアー、先ほど述べられたように、観光日帰
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りツアーです。民間の旅行会社とも連携をし、実施してまいりました。

移住・定住を促進するためには、まず交流人口を増やしていき、初期の段階として千代田町に町外

から大勢の方に魅力を持っていただいて足を運んでいただき、町を知っていただくことが重要である

と、こう考えております。

このような活動を地道に重ねていくことで、現在本町に住んでいる方は更に住み続けたい町、そし

て町外の方からは行ってみたい町、住んでみたい町と思えるような魅力を発信していくことが大事か

なと、こう考えております。移住・定住促進対策の重要な取り組みの一つであると捉えております。

また、本年ふれあいタウンちよだの分譲基本単価を企業局において固定資産税評価額の下落率を勘

案いたしまして、31.6％の値下げをさせていただきました。定住・移住につながるように、更にＰＲ

に取り組んでいきたいと考えております。

昨年目標に掲げたのが、千代田町が一昨年が４万5,000人だったと思うのです。流入人口です。千

代田町に来る、外から来る人口を目標７万人に据えたところ、昨年は10万人以上の方が千代田町に来

られたかなと、こう想定しております。千代田町を多くの方に知っていただきながら、更には千代田

町のＰＲをそこでしていく。それにはＰＲをした中で、今度千代田町に住んでいただきたいという気

持ちを、これを継続してやっていく必要があるのかなと。継続は力なりという言葉がありますけれど

も、これは飽きず懲りず継続してやっていくと。千代田町をＰＲしていきながら、やっていくことに

よって、そこに住んでいただけるかなと思っております。よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） ７番、髙橋議員。

〇７番（髙橋祐二君） 先ほどふれあいマラソン、東京のほうの観光ツアー、初めて千代田町に来た

方も大勢いると思います。ふれあいマラソンだと、７割、８割は町外の方だと伺っています。

そんな中で、さっきの前の質問に戻ってしまうのですが、やっぱり情報がトップツアーズの情報も

何も入ってこない。私たち議員は、初日は当日の朝９時ごろ、これから東京のほうからツアーが来る

ので、時間があったら出迎えてくれという話も聞きました。そういう情報をやっぱり人との交流が、

定住には人との交流が大事だと思います。たくさんの人で出迎えて、千代田町がよかった。よかった

の中にイチゴがよかった、サントリービールの試飲がよかっただけではなくて、千代田町の人がよか

ったという、そういう思いも必要だと思います。

東京のある1,000キロ離れた南の、南というか、東か、の島があるのです。そこに30時間かけて船

で観光に行く。２日、３日遊んで、帰るときは島民全部が港に集まって、船が見えなくなるまではい

かないと思うのですが、全員で手を振って、それで船が出ていくと同時に漁船が一緒についてきてお

見送りすると。それにすごく感動するそうです、観光客は。

先日の千代田町のツアーだと、木崎の公民館にバスが来ました。それで、大勢の人が出迎えました。

その島の観光と同じなのです。船で帰るのですね。あの渡船場から、熊谷側に。そのとき自分は２日

目、２回目だったのですが、お見送りというのではないですけれども、行ったときに、町のほうでは
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太鼓の会が一生懸命お見送りの太鼓をたたいて、お見送りする人は私を含めて最初は３名しかいませ

んでした。

そういうところからいくと、やっぱりいろんな情報をお知らせして、行政側も定住・移住、人口を

減らさない、どんどん人口を増やしていきたいのだという、そういう優しい気持ちになって、来た方

たちを気持ちよくして帰せば、また来たいというふうな思いになるのではないかなと思います。

あと、千代田町に来た人に、例えば住所だとかメールだとか、そういう情報があれば、今度は千代

田町で８月に川せがきという花火、お祭りがあります。ぜひ遊びに来てくださいという、そういう情

報も発信できれば、一回こっきりではなくて、最初は知り合いになって、そのうち友達になって、行

く行くはもう千代田町と家族になる、そういう気持ちで取り組んでいかなければ、なかなか定住は難

しいと思います。

国道もない、鉄道もないそんな町でも、人間はみんな優しいのだよと、千代田町の人はみんな優し

いのだよって。では、千代田町に住もうかと。補助金がこれだけ出る、あっちのまちはこれだけ出る、

こっちはこれだけだと。お金で動く人って余りいないのではないかと思います。やっぱりこれから住

みたいというまちには、みんな人が優しい、そういうような形のまちに進めていけば、あえて大きな

補助金もらわなくても移ってきてくれるのではないかと思います。

最後になりますが、利根川新橋の進捗についてお尋ねします。先月、新橋の市民の会のほうで、プ

ラザで促進大会が行われました。埼玉県からも群馬県からも、群馬県知事を初め、国会議員、県会議

員の皆さん、埼玉からも国会議員の皆さん、多くの来賓が集まって行われました。ただ、見ると、一

般の来場者が余りにも少なかったかなと感じました。よく年配の方に「橋はいつできるんだい」と聞

かれます。「一応34年ごろの着手予定なんだよね」という話をするのですが、「じゃ、俺が生きてるう

ちは無理かい」と、そんなことをよく言われます。

その中で、やはりどんどん、どんどん新橋についても町民と行政とその市民の会ですか、全部一緒

になって取り組んでいくべきだと思いますが、町行政のほうとしては、町長のほうはどのような県や

国へ働きかけをしているのか、お尋ねします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 利根川新橋の件なのですけれども、その前に、先ほど定住・移住促進の件な

のですけれども、一番最初に述べたように、市町村、都道府県、全部今競争なのです。競争プラスア

ルファ、先ほど議員がお話しされたように、次は何があるのだと、そう考えていきますと、先ほど述

べたように、心情的な部分があるのかなと、こう考えます。そう考えていきますと、おもてなしの心

で受け入れて、見送りもそういう心情的な部分ですよね。それをやはりこれからはそういうこともし

ていく必要があるのかなと、こう考えております。

新橋の件なのですけれども、平成９年２月に埼玉県と群馬県及び栃木県南部を結ぶ主要幹線道路の
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整備と利根川新橋の建設促進を図るために、群馬、埼玉、栃木の15市町村が結束して利根川新橋建設

促進期成同盟会、いわゆる期成同盟ですね、を設立いたしました。

その後、現在では市町村合併によりまして10市と町の自治体で組織しております。この同盟会では、

毎年国及び県、その他必要な機関に対して利根川新橋の建設促進に向け、強力に働きかけを行うとと

もに、早期実現を図るための調査研究、情報聴取などを同盟会の主たる目的達成に向けた活動を展開

しております。

昨年度におきましては、８月23日に埼玉県へ要望として埼玉県知事公舎へ、また10月24日に栃木県

へ要望として安足土木事務所へ、11月８日に国要望といたしまして国土交通省関東地方整備局へ、そ

れぞれ同盟会構成市町の首長や議長などと要望活動に行ってまいりました。

なお、群馬県については、既に平成24年４月に群馬県が公表したはばたけ群馬・県土整備プランの

中で主要事業箇所として利根川新橋新設が着手予定事業として記載されていることから、群馬県にお

いては当同盟会の事業趣旨をご理解いただいているところであります。

平成26年度より毎年群馬県に対しては、関係する国や県の要望活動が終了した後に、報告会として

活動状況の報告を行い、情報の共有に努めております。

私が町長に就任してからの活動はとのご質問ですが、先ほどもお話しさせていただきましたが、期

成同盟会では昨年の５月18日になりますが、総会に初めて参加をいたしました。出席されました国会

議員秘書や群馬、埼玉両県の県議に重要性をお話をさせていただきました。町といたしましては、要

望活動でありませんが、６月の群馬県議会におかれまして、地元の県会議員が千代田町の利根川新橋

の架橋について一般質問をされ、邑楽館林地域の更なる発展に、南北方向の連携強化を行っていると

ころであります。引き続き早期実現に向けて積極的に取り組みたいと、県執行部が答弁をいたしまし

た。

６月27日におかれましては、昨年です。邑楽館林地域市町村懇談会において、利根川新橋の早期実

現をテーマに管内県議会議員、県の出先の所長などに協力を依頼したところであります。

７月13日におかれましては、渡良瀬川以南の在住の足利市議会議員の視察研修を千代田町が受け入

れました。利根川新橋の必要性を説明し、協力を呼びかけたところであります。

８月23日におかれましては、利根川新橋促進期成同盟会による埼玉県要望を行いました。

９月６日には、直接の要望と違いますが、県のはばたけ群馬・県土整備プランを点検いたします外

部有識者のフォローアップ委員会が開催され、プランの見直しについて意見が求められました。委員

が、利根川刀水橋と利根大堰の間に新しい橋が必要と述べられております。

11月８日になりますと、同盟会によります国への要望活動を関東地方整備局へ実施いたしました。

12月20日におかれましては、埼玉県議を介して、襟川議長と一緒に上田埼玉県知事に支援要請を行

ってきました。両毛地域の83万5,000人を超える人口や製造出荷額などの経済効果のことをお話しさ

せていただきました。今までと違った観点で上田知事のほうにお話をしたところ、埼玉県側の熟度を
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高めていただくことを直接そのときにお願いをいたしました。

12月22日には、同盟会の活動になりますが、平成28年要望活動報告会を群馬県庁で開催をしました。

今年に入りまして、４月９日には国土交通大臣が来県するに当たりまして、高崎市において西邑楽

三町の町長名で要望書を石井国土交通大臣に直接提出させていただきました。大臣からも現地の状況

を把握している旨の回答をいただきました。

今月５日には、そのお礼も兼ねまして、先週だったのですけれども、昨年実施した利根川新橋を架

ける市民の会10周年記念イベントで披露された千代田中学校の３名の生徒が書いた作文を地元代議士

を通しまして国土交通大臣へ渡していただくことをお願いしたところであります。

また、県レベルでは、群馬埼玉地域連携道路網検討会の中で利根川新橋に関する協議を進めていた

だいております。その主な内容につきましては、国土交通省が進める堤防強化事業への影響やルート

案の検証などであります。

今後検討会では、これまで検討してきた内容に加えまして、ルート案に対する周辺道路への影響や

影響物件の移設方法、妻沼滑空場のより詳細な実態把握などを行っていくようであります。県土整備

プランでは、平成34年度までに着手するという記載がありますが、前倒しして一年でも早く取り組ま

れるように、これからも陳情や要望活動を行っているところであります。

それと、先ほど議員のほうから町民プラザの件なのですけれども、で行いました市民の会のほうの

お話もさせていただきます。これは議員ご承知かと思いますが、利根川新橋の早期実現に向けた活動

については、行政機関であります利根川新橋促進同盟会とは別に、地域住民の方が主体となって新橋

を架ける市民の会が18年12月に発足いたしました。11年目を迎えております。

こちらの団体の総会資料では、事業計画としてルート、都市計画の早期実現のための要望活動を西

邑楽三町連携強化、利根川の環境美化活動や中学生の参画の勉強会等をインターネットを通じて行っ

ていると伺っております。29年度の総会におかれましても、県土整備プランの中に組み込まれている

せいか、ちょっと人数が少なかったような気もいたします。町といたしましては、28年３月に策定を

いたしました千代田町総合戦略の中でも、４つの基本目標の一つとして利根川新橋促進事業を定めて

おります。今年度はまた予算も町のほうもとりまして、積極的に進めているところであります。

この中で利根川新橋促進西邑楽三町の議員連盟、利根川新橋を架ける市民の会、我々の促進期成同

盟、この３つが県議や我々と一体となってこれから一緒に進めることによって、一年でも早く実現が

できるのかなと、こう考えておりますので、これに関しても皆さんとともに早期実現を目指して、皆

さんで橋の渡り初めをしようではありませんか。ぜひ協力をよろしくお願いいたします。

以上で終わります。

〇議長（襟川仁志君） ７番、髙橋議員。

〇７番（髙橋祐二君） わかりました。議会も行政と一緒になって、一丸となって、一日も早い新橋

ができることを願って頑張っていきたいと思います。
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以上で一般質問を終わります。

〇議長（襟川仁志君） 以上で７番、髙橋議員の一般質問を終わります。

ただいまから午後１時まで休憩といたします。

休 憩 （午前１１時４８分）

再 開 （午後 １時００分）

〇議長（襟川仁志君） 休憩を閉じて再開いたします。

〇議長（襟川仁志君） 続きまして、１番、大澤議員の登壇を許可いたします。

１番、大澤議員。

［１番（大澤成樹君）登壇］

〇１番（大澤成樹君） 改めまして、こんにちは。議席番号１番、大澤でございます。ただいま議長

より発言の許可をいただきましたので、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。

今回も午後の登壇となりましたが、最後までしっかりと質問のほうさせていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

午前中に髙橋議員より移住・定住促進についての質問があったかと思います。私も移住・定住の促

進という立場から、地域おこし協力隊の導入についてのお話をお伺いしたいと思います。28年度にお

かれましては、地方創生加速化交付金を活用し、多くの事業が行われました。全員協議会の中で町長

もお話をしておられましたが、大変全ての事業において、交流人口の増加につながったのだというお

話がございました。

また、本年度も町制35周年ということで、いろいろと事業が予定されておるようでございまして、

本年度も町外からの交流人口はますます増えてくるのかなというふうに感じております。

また、ふれあいタウンも約30％の減ということで、何戸か契約のほうも進んだというようなお話も

伺っております。交流人口が増えて千代田町の魅力を町外の人に発信ができたその先に何を千代田町

として求めていくのか。やはり移住・定住ということで、この千代田町に住んでいただこうというと

ころにつながってくるのであろうというふうに思います。

そこで、地域おこし協力隊を千代田町でも募集をしてみてはいかがかということでございます。平

成の21年に導入されました総務省の事業で、都市部で生活する方々に地方都市へ移住をしていただき、

さまざまな地域おこし活動をしていただく制度でございます。隊員の皆様には、国から活動費を含め、

上限年額400万円の国の特別交付税として支給され、１年から３年間その地域で活動をしていただく

こととなっております。

群馬県内においては、40名の隊員の方がいらっしゃったそうでございます。21年からの事業という

ことで、任期満了とともに現在は隊員でない方もいらっしゃるようでございますが、40人の方が隊員
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として活動をされていたということでございます。特に富岡市におかれましては、県内では一番多い

のですが、６名の方が隊員として活動をされたそうでございます。

また、平成29年６月１日現在、県内の６市町村において約８名の地域おこし協力隊員の募集または

募集予定ということで行っているそうでございますが、本町においての考えをお聞かせいただきたい

と思います。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 午後もよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊につきましては、都市地域から過疎地域等の条件不利地域等に住民票を移動し、

生活の拠点を移した方を地方自治体が地域おこし協力隊員として委嘱し、隊員はおおむね１年以上３

年以下の期間でその地域に移住して、地域ブランドや地場産品の開発、販売、ＰＲ等の地域おこしの

支援や農林水産業への従事、地域住民の生活支援などの地域協力活動を行いながら、その地域への定

住定着を図ることを目的に、平成21年度から始まった制度であります。

国では、地域おこし協力隊に取り組む地方自治体に対しまして、活動に要する経費を特別交付税に

よる財政措置を行っております。平成28年度における全国的な地域おこし協力隊員の状況を見ますと、

前年度比1.5倍以上の3,978名となっております。群馬県内でも５市８町５村の計18市町村で63名の隊

員がおります。邑楽郡内では、明和町に１人が活動している状況であります。

新たに隊員を受け入れる地方自治体が急増しております。本町におかれましては、現在のところ地

域おこし協力隊員の受け入れはございません。地域おこし協力隊員は、任期終了後も隊員の約６割の

方は引き続き同じ地域に定住し、同一市町村内に定住した隊員の約２割の方は、みずから起業するな

ど新しい感性や刺激を地域に持ち込み、地域で新しい仕事をつくり出しているとのことであります。

地域おこし協力隊の募集、採用に当たっては、まず千代田町の地域において隊員の活動内容、受け

入れたい人材像、受け入れ人数、活動体制など十分検討する必要があります。その上で本町における

活動に関心や意欲のある人材に効果的に募集情報を発信することが重要であると考えております。

このようなことから、千代田町における地域的な問題や現代的な課題を洗い出すとともに、地域お

こし協力隊員の活躍の場や受け入れ態勢、地域住民との信頼関係を築きながら活動を展開することが

できるなども考慮する必要があります。

地域おこし協力隊員は、おのおのの人生における大きな決断をいたしまして、移住後なれない生活

の中で地域に溶け込みながら活動に従事することになります。隊員に対しましては、業務面だけでな

く、生活面を含めてサポートする必要があります。町行政、地域住民、隊員自身の３者が目標を共有

することにより、円滑かつ有意義な地域協力活動につなげていくことが重要であると考えております。

今後本町における地域おこし協力隊員の導入の可能性につきましては、全国及び群馬県内の導入事

例を初め、隊員受け入れに関する手引書、国の相談窓口である地域おこし協力隊サポートデスクやそ
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の他各種研修会などを通しまして、本町に見合ったテーマのもと、今後募集を検討していきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） １番、大澤議員。

〇１番（大澤成樹君） ありがとうございます。

そうなのです。地域おこし協力隊、いい面もございますし、なかなか諸問題というか、問題となる

部分もございまして、熱意だけではなかなかできないでしょうし、本人の思いと行政側のニーズがマ

ッチする中で、またこの千代田町の町民とその隊員のコミュニティーがしっかりととれていかないと、

１年から３年という期間の中で活動していただくわけですから、なかなかうまくいかないのだなんて

そんな話も、私も調べる中でちょっと感じたところでございました。

ですが、先ほど町長のお話の中にもありましたが、隊員の約60％がその活動した地域に住んでいた

だけるのだ。よくまたこれも町長が言われることでありますが、まちづくりは若者、よそ者の力とい

うのが大事なのだと。我々が観光の資源にならないであろうと思っているようなことも、外から来た

人たちにとっては十分観光資源になり得るものなのであろうと、そういう違う見方ができるのもよそ

者だからこそなのだろうというふうにも感じるところでございます。

先ほど「やりません」とは言わなかったと思います。検討していただくというようなお話をいただ

いたというふうに私は思っておりますので、ぜひとも前向きに考えていただきたいというふうに思い

ます。

それと、この地域おこし協力隊と似ているものでして、ふるさと応援団というのが千代田町のホー

ムページ上に募集として載っかっているかと思いますが、ふるさと応援団の団員というのが現在いら

っしゃるのかどうか、教えていただけますか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） ふるさと応援団ということなのですけれども、これは詳細につきましては、

今担当課長の総務課長のほうから答弁させますので、お願いします。

〇議長（襟川仁志君） 椎名総務課長。

〇総務課長（椎名信也君） ただいまご質問のありましたふるさと応援団の関係でございます。

これにつきましては、広く千代田町をＰＲしていただくということを目的に創設されたわけでござ

います。そうした中で、現在のところ２名の方を応援団として委嘱したところでございます。１人の

方につきましては、舞木出身の楽天ゴールデンイーグルスの岡島選手が１人。そして、上五箇出身だ

ったと思いますが、タレントの春川さんを平成28年度で委嘱したというところでございます。

以上、２名の方につきまして、今後全国的に千代田町をＰＲしていただくということになろうかと

思います。

以上です。
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〇議長（襟川仁志君） １番、大澤議員。

〇１番（大澤成樹君） ありがとうございます。２名の団員の方が活動されておるということで、私

もホームページ上で見ましたところ、こちらも町の知名度を高め、地域振興及び定住の推進を図るた

めの応援団ということで書かれておりましたので、このふるさと応援団、そして地域おこし協力隊と

２つの団体がしっかりと相乗効果を出して高めていければ、千代田町の魅力の発信にもつながると思

いますし、ひいては移住・定住の促進につながるのではないかなというふうに思っておりますので、

よろしくお願いをしたいと思います。

それでは、次の質問に移らせていただきます。次の質問でございますが、高齢者運転免許自主返納

と支援策についてということでございます。昨年10月に横浜市内で87歳男性の運転するトラックが児

童の列に突っ込み、１人が亡くなり、７人が重軽傷を負った大事故がございました。以前から高齢者

ドライバーの高速逆走やブレーキとアクセルの踏み間違い事故は多数ありましたが、この痛ましい事

故によりその危うさを人々が再認識したのではないでしょうか。

現在70歳以上のドライバーには、無事故でも３年ごとの免許更新と高齢者講習が義務づけられ、今

年３月からの改正道路交通法では、75歳以上で事故を起こした人に認知症の簡易検査をして、認知症

のおそれありと判断されれば医師の診断が義務づけられ、認知症と医師が判断すれば免許証が取り消

しになります。

全国的に見ますと、運転免許証を返納した65歳以上の高齢者は増えておりますが、これは公共交通

機関の発達した都心部における話であり、まだまだ地方においては進んでいないのが現状だと思いま

す。

そこでお伺いをいたします。本町における高齢者の運転免許証自主返納の現状についてお聞きをい

たします。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） お答えいたします。

高齢者、65歳以上の方になりますが、運転免許証の自主返納制度につきましては、平成10年に制度

化されました。群馬県では平成10年に返納された方が16名であります。高齢者の増加や制度の浸透に

伴いまして、平成25年には1,792名、平成26年に2,486名、平成27年では3,318名、そして昨年、平成28年

度では4,482名となっております。

本町におきましては、昨年平成28年になりますが、21名の方々が、本年１月から５月現在で15人が

返納されたと伺っております。

以上です。

〇議長（襟川仁志君） １番、大澤議員。

〇１番（大澤成樹君） 15名が28年度５月現在で免許証の返納をされたということでございます。私
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は大変少ない返納率なのかなと、人数なのかなというふうに感じておりますが、町として自主返納を

促進するための取り組み、そして今後の課題と展望についてもお聞かせをいただきたいと思います。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 質問にお答えいたします。

高齢者の運動能力や反射神経が衰えたり、認知能力の低下に伴いまして、子供たちの集団登校の列

に飛び込んだり、高速道路を逆走するなど、高齢ドライバーによります悲惨な交通事故が多発してお

ります。本年、道路交通法が改正されまして、高齢者運転対策が強化されました。３年に１度の運転

免許証更新時に受けるとされておりました認知機能検査につきまして、一定の違反行為があれば３年

を待たずに、臨時認知機能検査として受けることになりました。

なお、認知機能の低下があると判断された方は、臨時高齢者講習を受けなければならず、また認知

症のおそれがあると判断された方は、違反の有無を問わず、医師の判断を受けることとなったもので

あります。

本町での取り組みはとの質問ですが、高齢者の自立支援、外出の利便性の向上を目的といたしまし

て、申請日からさかのぼって５年以内に運転免許証を自主返納された方を対象に、歩行補助用電動車

等の購入費の一部を補助している状況となっております。内容になりますが、千代田町高齢者等歩行

補助用電動車等購入費補助金があります。これは、自動車の運転ができない高齢者等が自力による移

動を容易にする歩行補助用電動車等、いわゆるシニアカー、電動３輪自転車の購入の一部を補助する

制度ですが、免許返納者に対しまして、特に補助金支援制度を通常より高く設定することによりまし

て、運転免許証の返納促進につながるような設定としております。

また、邑楽郡内では路線バスやタクシー運賃の割引など、高齢者の移動手段を確保するための支援

策を展開しておりまして、これらは返納率の向上や高齢者による事故防止の観点から有益と考えられ

ております。

本町では、パーソントリップ調査結果にもありますように、免許証を返納した方々の移動手段は、

家族によります自家用車での送迎がほとんどだと思いますが、公共交通といたしまして路線バスが４

路線運行しておりますので、近隣のまち同様に、バスの回数券などの支援を検討していきたいと考え

ております。

以上です。

〇議長（襟川仁志君） １番、大澤議員。

〇１番（大澤成樹君） 説明していただきました歩行補助用電動車等の購入費の補助ということで、

千代田町のほうでもサポートしているよということでございました。

近隣の市町村のお話もいただいたようでございます。近隣では、やはり電車、バス、またタクシー

などといった回数券をもって返納のサポートとしているようなところもあって、今町長のほうから公
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共のバスも検討していかなくてはいけないなというようなお話もいただいたので、今以上に返納に対

するサポートは、若干でも充実するのかなというふうに思いますが、歩行補助用電動車ですか、これ

の補助の申請をされた方というのは、返納された方でどのくらいいらっしゃるでしょうか。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 申請をされた方ということですので、担当課長に詳細につきましては説明さ

せますので、お願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 森住民福祉課長。

〇住民福祉課長（森 茂人君） それでは、私のほうから回答させていただきます。

何分シニアカーにしましても非常に高額なものですけれども、もともとが交通機関がないというこ

とで、こういう制度を立ち上げたときに、自動車の返納と、免許の返納ということも視野に入れてや

ったものでございます。28年度から始めまして、昨年度ですが、電動の３輪自転車の申請が１台ござ

いました。更に最近またコマーシャルしまして、早速今度はシニアカーが１台申請が上がっておりま

す。その中で、昨年補助いたしました電動３輪車の方につきましては、免許返納しているということ

でございまして、上乗せの補助を行ってございます。ですから、現在今申請２台、そのうち返納者１

台ということでございます。よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） １番、大澤議員。

〇１番（大澤成樹君） 返納者ももともと少ないということで、申請をされる方というのも、当然少

ないのだろうなというふうには感じていたところでございます。

公共バスの回数券も出していかなければいけないなんていうようなお話もいただいたところでござ

いますが、やはり返納した人が不便を感じてしまうようなことがあっては、返納しづらいだろうなと

いうふうに思いますし、高齢の家族をお持ちの家族にとっては、もう運転をやめてほしいなというと

ころで、なかなか難しいところになってくるのだろうというふうに思います。それなので、ぜひとも

もっと返納のサポート体制をしっかりと築いていただいて、またこの辺の補助の部分、しっかりと町

民にＰＲをしていただいて、こんなものがあるのだよと、知らない方も多くいらっしゃるのではない

かなというふうにも感じているところでございます。

先ほど髙橋議員のお話の中にもありました、みんなで共通認識を持とうよというようなお話があっ

たかと思いますが、ぜひとも町民にわかるようにＰＲしていただいて、こんなことがあるので、車の

運転控えませんかというようなことで進めていけたらいいのだろうなというふうに思います。

それでは、最後の質問に移らせていただきます。内閣府の調査によりますと、ほとんど毎日外出を

する高齢者の割合が、60から74歳では６割以上となるなど、活動的な高齢者が増えております。また、

ほぼ毎日運転をしているという高齢者の方も50％から60％と、75歳未満では50歳代の人と遜色ない数

値となっているということでございます。



- 47 -

ご存じのとおり、群馬県は人口に対する車の保有率日本一。免許の、65歳以上だったですか、それ

も全国一だったというふうに思います。50歳以上の方に「何歳まで運転をしますか」と聞いたところ、

平均値が72.8歳となっているということでございます。高齢ドライバーほど上昇する傾向にあるそう

でございまして、高齢者の多くは一日でも長く運転を続けたいと考えているそうでございます。

目的といたしましては、当然ながら日常生活の手段としての利用に加え、旅行やドライブ、子供や

孫、知人と会うためなど、より生活を豊かにする手段として活用され、運転理由からは自動車の必需

性を示す理由に加え、運転が好きだと、自分のことは自分でやりたいなど、よりポジティブな理由を

挙げる方も少なくありません。

このような中において、先ほど免許の返納率を上げていこうよというお話をさせていただいたわけ

でございますが、なかなか返納して不便を感じるこの千代田町ということもございます。そのために

は、やはり安心安全で一日も長く運転ができることも望ましいのであろうというふうに思います。

先ほど３年に１回の免許更新時に認知症の検査もあるというような話がありましたが、更新後間も

なく認知度の低下などが起こりますと、３年間は運転が危ういのだと思うのです。ただ、事故さえ起

こさなければ、３年後までは講習がないのです。それを踏まえますと、そういう危険な方がこの千代

田町の中を、40キロかもしれませんけれども、走っている可能性があるのです。本人も加害者になる

可能性がありますし、ひかれた方はもちろん被害者になるわけで、そういう人たちをこの千代田町か

ら一人でも出さないために、定期的に千代田町でその免許更新以外の機会で健康診断的な高齢者のた

めの講習会もしくはそういう健康維持を促進するための活動をぜひとも考えていただけないかという

ようなお話でございます。

今回広報の中に、ちょうど高齢者・初心者しあわせドライブ参加者を募集ということで、高齢者及

び初心者の交通事故を防止し、交通安全の普及啓発を図るため、３人１組で無事故・無違反を目指す

交通安全コンテストを実施しますということで、８月１日から12月31日までの153日間ということで、

こちらは主催が群馬県の交通政策課というところで無料で行われるようでございます。今車を販売し

ているそういう組合なんかでも、この出前講座等、安全に高齢者が運転できるような取り組みなんか

をやっているところもございます。もちろん民間でそんな出前講座的なものをやっているところもご

ざいます。ぜひともこの千代田町でも独自にやっていただく考えがあるかどうか、お尋ねをいたしま

す。

〇議長（襟川仁志君） 高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 質問にお答えいたします。

先ほどお話しさせていただきましたが、道路交通法が改正されまして、認知機能検査で一定の判断

がされた方は臨時高齢者講習などを受講することになりました。高齢者は判断力や運転操作の低下に

より交通事故を起こし、死亡に至るケースが多くなってきているのも事実であります。群馬県内の交
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通事故死亡は、昨年62名で、65歳以上の高齢者の死者が35人の56.5％と、過半数を超えております。

このようなことから、高齢者健康づくり等の事業の推進が非常に大切と考えておりますが、現在町で

の健康づくりでは、地区でのサロンの開催や保健センターの水中ウオーキング教室、また一万歩の会

によりますウオーキングへの参加や、なかさと公園と東部運動公園ですか、東部運動公園はこれから

なので、今年度なのですけれども、健康器具の設置をいたしまして、これを活用していただいて、こ

れに体力づくりに励んでいただきたいと、こう考えております。

また、福祉センターや町民プラザ、東部体育館等で行われている各教室に、高齢者の方も積極的に

参加をしていただきまして、いろいろ体力づくりとか、認知症にならない機能づくりをやっていただ

ければと、こう考えております。場合によっては、高齢者社会福祉センター、あそこでマージャン教

室もやっているなんていうお話も数年前からありますので、マージャンをやることによって認知症に

ならない体づくりですか、を行ったり、積極的に高齢者にもＰＲをして参加をしていただければと、

こう考えております。

また、議員が述べられたように、県がやっております安全啓発の教室とか、そういうものにも積極

的に参加するように呼びかけていこうと考えております。

以上です。

〇議長（襟川仁志君） １番、大澤議員。

〇１番（大澤成樹君） 千代田においては、まだ高齢者の重大事故はないのであろうというふうに思

いますが、いつ町民の高齢者が、ドライバーが、加害者になるかもわからない状況の中で、町として

は町民を重大犯罪者にさせないためにも、また町民が被害者にならないためにも、いずれの立場に立

っても不幸な話だと思うのです。町民保護の立場に立ち、さまざまな取り組みを町民にＰＲをしてい

ただきたいと思います。

以上をもちまして、一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。

〇議長（襟川仁志君） 以上で１番、大澤議員の一般質問を終わります。

これで通告者全員の一般質問を終わります。

〇次会日程の報告

〇議長（襟川仁志君） 以上で本日の日程は終了いたしました。

月曜日、12日は午前９時から開会いたします。

〇散会の宣告

〇議長（襟川仁志君） 本日は以上をもって散会いたします。

大変ご苦労さまでした。

散 会 （午後 １時３５分）
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平成２９年第２回千代田町議会定例会

議事日程（第２号）

平成２９年６月１２日（月）午前９時開議

日程第 １ 承認第 １号 専決処分事項の承認を求めることについて（千代田町税条例等の一部を

改正する条例）

日程第 ２ 承認第 ２号 専決処分事項の承認を求めることについて（千代田町都市計画税条例の

一部を改正する条例）

日程第 ３ 承認第 ３号 専決処分事項の承認を求めることについて（千代田町国民健康保険税条

例等の一部を改正する条例）

日程第 ４ 承認第 ４号 専決処分事項の承認を求めることについて（平成２８年度千代田町一般

会計補正予算（第７号））

日程第 ５ 報告第 １号 平成２８年度千代田町一般会計繰越明許費繰越計算書について

日程第 ６ 報告第 ２号 平成２８年度千代田町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書につい

て

日程第 ７ 報告第 ３号 平成２８年度西邑楽土地開発公社決算について

日程第 ８ 議案第１７号 千代田町個人情報保護条例の一部を改正する条例

日程第 ９ 議案第１８号 千代田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例

日程第１０ 議案第１９号 千代田町介護保険条例の一部を改正する条例

日程第１１ 議案第２０号 平成２９年度千代田町一般会計補正予算（第１号）

日程第１２ 議案第２１号 平成２９年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第１３ 議案第２２号 千代田町農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者

の割合を４分の１以上とすることにつき同意を求めることについて

日程第１４ 同意第 ２号 千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱につき同意を求め

ることについて

日程第１５ 同意第 ３号 千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱につき同意を求め

ることについて

日程第１６ 同意第 ４号 千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱につき同意を求め

ることについて

日程第１７ 同意第 ５号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

日程第１８ 同意第 ６号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて
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日程第１９ 同意第 ７号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

日程第２０ 同意第 ８号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

日程第２１ 同意第 ９号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

日程第２２ 同意第１０号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

日程第２３ 同意第１１号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

日程第２４ 同意第１２号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

日程第２５ 同意第１３号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

〇出席議員（１２名）

１番 大 澤 成 樹 君 ２番 酒 巻 広 明 君

３番 橋 本 和 之 君 ４番 大 谷 純 一 君

５番 森 雅 哉 君 ６番 川 田 延 明 君

７番 髙 橋 祐 二 君 ８番 小 林 正 明 君

９番 柿 沼 英 己 君 １０番 田 雄 君

１１番 青 木 國 生 君 １２番 襟 川 仁 志 君

〇欠席議員（なし）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 高 橋 純 一 君

副 町 長 坂 本 道 夫 君

教 育 長 岡 田 哲 君

総 務 課 長 椎 名 信 也 君

財 務 課 長 柿 沼 孝 明 君

住民福祉課長 森 茂 人 君

環境保健課長 小 暮 秀 樹 君

経 済 課 長 兼
農 業 委 員 会 荒 井 稔 君
事 務 局 長

都市整備課長 石 橋 俊 昭 君
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会 計 管 理 者 小 寺 晴 美 君兼 会 計 課 長

教 育 委 員 会 宗 川 正 樹 君事 務 局 長

農業委員会長 服 部 愼 衛 君

〇職務のため出席した者の職氏名

事 務 局 長 田 村 恵 子

書 記 安 西 菜 月

書 記 久 保 田 新 一
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開 議 （午前 ９時００分）

〇開議の宣告

〇議長（襟川仁志君） おはようございます。

ただいまの出席議員は12名です。定足数に達しておりますので、ただいまから平成29年第２回千代

田町議会定例会２日目の会議を開きます。

〇承認第１号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） これより日程に従い議事を進めます。

日程第１、承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについてを議題といたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 皆さん、おはようございます。承認第１号 専決処分事項の承認を求めるこ

とにつきまして、提案理由の説明を申し上げます。

本専決処分につきましては、地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部が改正され、平成29年４月１

日に施行されることに伴い、千代田町税条例におきましても所要の改正を行う必要が生じましたが、

議会を招集するいとまがなく、地方自治法第179条第１項の規定により専決処分をいたしましたので、

同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。

改正の主な内容ですが、個人町民税では、住宅ローンの控除制度や肉用牛の売却による事業所得の

特例の適用期限を延長する改正を行いました。

軽自動車税では、平成28年度導入されました軽自動車税のグリーン化特例を平成29年度においても

引き続き延長し、実施することなどを定めてございます。

また、平成31年10月１日の消費税率の改正に伴い、自動車における車体課税が見直しとなり、自動

車取得税が廃止され、軽自動車税につきましては、新たに軽自動車税の環境性能割が町税として導入

され、現行の軽自動車税が種別割に名称変更されることによる規定の整備をいたしました。

法人町民税では、法人税割の税率の引き下げを行っております。

固定資産税では、居住用超高層建築物に係る課税の見直しや固定資産税等の特例措置、わがまち特

例などの改正を行うとともに、その他所要の改正を行ったものであります。

詳細につきましては、財務課長より説明させますので、よろしくご審議の上、ご承認くださいます

ようお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 柿沼財務課長。
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〇財務課長（柿沼孝明君） それでは、承認第１号 専決処分事項の承認を求めることにつきまして

詳細説明を申し上げます。

本案は、地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部を改正する法律が平成29年３月31日に公布され、

同年４月１日施行となることに伴い、千代田町税条例につきましても所要の改正を行う必要が生じま

したので、地方自治法第179条第１項の規定により、３月31日付で専決処分をさせていただいたもの

でございます。

お手元に承認第１号の資料といたしまして新旧対照表を配付させていただきましたので、この新旧

対照表によりましてご説明申し上げます。アンダーラインの箇所が修正部分で、右側が現行、左側が

改正後となっておりますので、よろしくお願いいたします。

それでは、新旧対照表の１ページでございます。まず、第１条関係でございますが、千代田町税条

例の一部改正でございます。最初に、右側、附則第20条、特定中小会社が発行した株式に係る譲渡損

失の繰越控除等及び譲渡所得等の課税の特例でございますが、この条文では課税標準の計算の細目を

規定していたもので、条例の性格を踏まえ、条文の削除を行うもので、附則第20条の２を附則20条へ

繰り上げを行うとともに、引用条項の整理を行う改正でございます。

次のページ、２ページをお願いいたします。右側、附則第20条の３、先物取引の差金等決済に係る

損失の繰越控除でございますが、３年以内の各年に生じた先物取引に係る損失金額の繰り越し控除に

ついて規定しておりましたが、この規定につきましても、先ほどの附則第20条と同様に、条例から削

除するものでございます。この条文の削除によりまして、附則第20条の４が附則第20条の２へ、ペー

ジが飛びまして５ページになりますが、附則第20条の５が附則第20条の３へ繰り上げを行うとともに、

引用条項の整理を行う改正でございます。

次に、８ページをお願いいたします。右側、附則第20条の６、保険料に係る個人の町民税の課税の

特例でございますが、この条文につきましても、単に課税計算の細目を定めているものでございまし

て、条例の性格を踏まえ、条項を削るものでございます。

９ページお願いいたします。次に、第２条関係になります。第36条の２、町民税の申告でございま

すが、地方税法の改正を踏まえ、特定非営利活動法人への寄附金を町民税の税額控除の対象に追加す

る改正を行うため、左側改正案のアンダーライン部分を追加するものでございます。

10ページをお願いいたします。第７条の３の２では、個人の町民税の住宅借入金等特別税額控除を

規定しておりますが、適用される町民税の年度を平成41年度から平成43年度まで、居住年の期限を平

成31年から33年まで、それぞれ２年間延長する改正となっております。

第16条につきましては、軽自動車税の税率の特例のうち、軽自動車税のグリーン化特例の延長を定

めてございます。平成28年度の軽自動車税の課税におきまして、平成27年４月１日から平成28年３月

31日までに新規取得した３輪、軽４輪で、排出ガス性能及び燃費性能のすぐれた環境負荷の少ない車

両の平成28年度の軽自動車税が軽減されてございます。第16条の改正では、課税の特例を平成29年度
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においても適用される改正となっております。第１項は、文言の整理を行っております。

11ページでございますが、第２項につきましては、電気自動車等に係る軽自動車税の軽課の特例を

平成29年度分の課税に適用させる改正及び文言の整理でございます。

第３項につきましては、平成27年度燃費基準プラス35％達成車に係る軽自動車税の軽課の特例を平

成29年度分の課税に適用する改正及び文言の整理でございます。

次のページ、12ページでございますが、第４項につきましては、平成27年度燃費基準達成車に係る

軽自動車税の課税の特例を平成29年度分の課税に適用する改正及び文言の整理でございます。

13ページでございますが、次に第３条関係になります。第33条では、町民税の所得割の課税標準に

係るもので、上場株式等の特定配当所得及び特定株式等譲渡所得金額について、所得税と住民税で異

なる課税方式を選択することができる規定となります。

第４項でございますが、特定配当所得について規定しておりまして、ただし書きの部分を追加する

とともに、第１号には住民税の申告書、第２号には確定申告書の規定を新設いたしまして、所得税と

異なる課税方式を選択する場合は、確定申告書とは別に住民税申告書を提出する必要があることを規

定しております。

第６項でございますが、次の14ページにわたり記載がございますが、特定株式等譲渡所得金額につ

いても、先ほどの第４項と同様に改正を行うものでございます。

第34条の９、配当割額又は株式等譲渡所得割額の控除では、先ほどの第33条の改正を行ったことか

ら、所要の規定の整備を行うものでございます。

15ページでございますが、第48条では法人の町民税の申告納付、ページが飛びますが、18ページに

なりますが、18ページの第50条におきましては、法人の町民税に係る不足税額の納付の手続を規定し

ておりますが、いずれの改正も法人町民税の延滞金計算の基礎となります期間に関する改正となって

おります。

ページが前後いたしまして申しわけございませんが、また先ほどの15ページにございました第48条

でございますが、第48条につきましては、決算が確定しないこと等の理由によりまして、法人の確定

申告の期限を所轄税務署長が延長、承認した期間について、また18ページでございますが、第50条で

は、申告をした後に減額更正をされ、その後更に増額更正がされる。または、修正申告があった場合

の期間については、延滞金の計算期間から控除する規定を整備するものでございます。

その他、引用法律の番号の改正、条例改正に伴います所要の規定の整備及び文言の修正などもあわ

せて行ってございます。

19ページの下段になりますが、第61条、固定資産税の課税標準については、第８項において、震災

等により滅失した償却資産にかわる償却資産等に対する固定資産税の課税標準の特例、第349条の３

の４を追加するため、条文の整備を行うものでございます。

次のページ、20ページ上段になりますが、第63条の２の改正につきましては、居住用超高層建築物、
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いわゆるタワーマンションに係る固定資産税の按分方法について法律で定められましたが、それ以外

の方法についても区分所有者全員の協議による補正方法の申し出により可能という規定の整備を行う

ものでございます。

次に、第63条の３では、被災住宅用地等に対する固定資産税の課税標準の特例の規定の改正となり

ますが、21ページの各年度以降にアンダーライン表示部分がございますが、法第349条の３の３第１

項の部分になりますが、被災市街地復興推進地域に定められた場合に、震災発生後４年度分に限り特

例を適用できる規定を追加するものでございます。その他、按分の文字を漢字に表記するなど字句の

整理も行っております。

22ページの中段から23ページにかけてでございます。第74条の２、被災住宅用地の申出におきまし

ても、先ほどの第63条の３と同様に、被災住宅用地等に対する固定資産税の課税標準の特例について

追加を行うものでございます。

次からは附則の改正となります。附則第８条、肉用牛の売却に係る事業所得に係る町民税の課税の

特例でございます。ここでは、免税対象飼育牛の課税の特例について、適用期限を現行の30年度とあ

るのを平成33年度まで３年間延長するものでございます。

24ページをお願いいたします。読みかえ規定となりますが、附則第10条では、第15条の３の２の規

定の追加に伴いまして、第15条から前条までの規定を受ける償却資産の課税標準の特例の読みかえ規

定について定めているものでございます。

附則第10条の２では、法附則第15条第２項第１号等の条例で定める割合でございますが、わがまち

特例を定めた規定となっております。

今回の改正において、附則第15条第27項で規定されていました特定特殊自動車、同条第36項で規定

されていました協定倉庫、同条第40項で規定されておりましたノンフロン機器の特例の廃止に伴いま

して、項ずれを修正する改正となっております。

なお、第13項には、認定優良事業者が取得した公共施設等について、わがまち特例の新設を行うも

のでございます。この新設につきましては、都市再生特別措置法に基づく認定優良事業者が整備した

公園、緑地などの公共用の施設に係る課税標準の特例措置について、わがまち特例といたしまして割

合を条例で規定するものでございますが、国が参酌基準として設定いたしました割合と同じ５分の４

とするものでございます。

25ページになりますが、附則第10条の３、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用を受

けようとする者がすべき申告では、第２項、第４項、第５項、26ページになりますが、第６項、第７

項、27ページでございますが、第８項におきましては、法改正による引用条項の整理を行う改正でご

ざいます。

第９項については、法附則第15条の９の２第１項に規定する特定耐震基準適合住宅が追加されたこ

とによりまして、耐震改修が行われた認定長期優良住宅等に対する固定資産税の減額を受ける際の申
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告について規定の追加を行うものでございます。

28ページでございますが、同条第10項では、法附則第15条の９の２第４項に規定する特定熱損失防

止改修住宅、または同条第５項に規定する特定熱損失防止改修住宅専用部分について、前項同様に固

定資産税の減額を受ける際の申告についての規定の追加を行うものでございます。

第11項におきましては、法改正による引用条項の整理を行う改正となっております。

29ページをお願いいたします。附則第16条、軽自動車税の税率の特例でございますが、燃費性能に

応じて軽自動車税の税率が軽減される規定でございます。

第３項におきましては、第５項以降の新設に伴い、引用条項及び文言の整理を行っているものでご

ざいます。

第５項につきましては、電気自動車等に係る軽自動車税の軽課の特例について、適用期限を２年間

延長させる改正及び文言の整理でございます。

30ページになりますが、第６項につきましては、平成32年度燃費基準プラス30％達成車に係る軽自

動車税の軽課の特例について、適用期限を２年間延長させる改正及び文言の整理でございます。

第７項につきましては、平成32年度燃費基準プラス10％達成車に係る軽自動車税の課税の特例につ

いて、適用期限を２年間延長させる改正及び文言の整理でございます。

附則第16条の２、軽自動車税の賦課徴収の特例では、燃費試験不正問題を受けての改正となります。

31ページでございますが、第２項では、軽自動車税のグリーン化特例、軽課の税率の適用を受けた

軽自動車について、自動車製作者等の不正行為に起因し、納付不足額が生じた場合には、自動車製作

者等を所有者とみなして軽自動車税を課税できる規定でございます。

第３項では、当該自動車製作者等は、当該納付不足額に100分の10の割合を乗じて計算した金額を

納める義務があることを規定しております。

第４項では、納期限についての規定で、不正行為がなかったものとして、軽自動車の所有者におい

ての納期限を適用する旨を規定したものでございます。

附則第16条の３、上場株式等に係る配当所得等に係る町民税の課税の特例でございますが、先ほど

の第33条の改正に伴いまして、上場株式等について所得税と住民税で異なる課税方式を選択すること

ができる旨の規定の整備を行いましたが、この改正に伴いまして、同条第２項を改正するものでござ

います。

32ページになります。第33条第４項の改正に伴い、引用条項の整理と第１号並びに第２号を追加す

るものでございます。

附則第17条の２、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る町民税

の課税の特例でございますが、地方税法の改正による引用条項の整備と町民税の課税の特例について、

適用期限を32年度まで３年間延長する改正でございます。

33ページになりますが、附則第20条の４、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人の町民税



- 57 -

の課税の特例でございますが、34ページにわたり記載がございます。

また、34ページの附則第20条の５では、条約適用利子等及び条約適用配当等に係る個人の町民税の

課税の特例を規定しておりますが、いずれの改正も先ほどの第33条の改正において所得税と住民税で

異なる課税方式を選択することができる旨の規定の整備を行いましたが、この改正に伴う規定の整備

及び文言の整理を行っているものでございます。

なお、附則第20条の４及び第20条の５とも第４項においてただし書きの部分を追加するとともに、

第１号には住民税の申告書、第２号には確定申告書の規定を新設いたしまして、所得税と異なる課税

方式を選択する場合には、確定申告とは別に住民税の申告書を提出する必要があることを規定してお

ります。

37ページをお願いいたします。次が第４条関係の改正でございます。第18条の３につきましては、

納税証明事項の規定となっておりますが、車体課税の見直しに伴いまして、現在の軽自動車税を種別

割に名称変更するものでございます。

第34条の４につきましては、法人税割の税率の規定でございます。消費税率の引き上げに伴いまし

て、法人税割の税率につきましては、100分の12.1から100分の8.4に100分の3.7の引き下げを行うも

のでございます。

第80条につきましては、軽自動車税の納税義務者等の規定でございます。現行の軽自動車税の納税

義務者につきましては、その所有者に課するという規定でございますが、軽自動車税の環境性能割に

つきましては軽自動車の取得者に、種別割につきましては所有者にそれぞれ課すという規定となって

ございます。

第２項につきましては、軽自動車の取得者には、製造業者、販売業者等運行以外の目的のために取

得した者には適用しないという規定でございます。

第３項につきましては、引用条文の変更及び文言の整理を行っているものでございます。

38ページをお願いいたします。右側の現行条例の第80条の２につきましては、日本赤十字社の所有

する軽自動車の非課税の規定でございますが、これからご説明申し上げますが、第81条の２に新たに

規定があるため、削除するものでございます。第81条につきましては、軽自動車税のみなす課税の規

定でございます。軽自動車等の売買契約で売り主が当該軽自動車の所有権を留保している場合には、

買い主を所有者とみなして軽自動車税を課するという規定でございます。

第２項には、第１項の規定の適用を受けた契約において、買い主の変更があった場合の規定でござ

います。

第３項につきましては、販売業者等が販売以外の目的で取得した軽自動車における取り扱いの規定

で、当該販売業者等を軽自動車の取得者とみなして環境性能割を課税するという規定でございます。

39ページでございますが、第４項では、法の施行地以外からの軽自動車の持ち込みに対する課税の

適用について、軽自動車を持ち込んで運行した者を軽自動車の取得者とみなして環境性能割を課する
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という規定でございます。

第81条の２につきましては、日本赤十字社が所有し、救急用の軽自動車税については非課税とする

規定で、先ほど削除いたしました第80条の２にかわるものでございます。

第81条の３につきましては、環境性能割の課税標準の定めでございまして、施行規則第15条の10の

定めにより、取得価格により算出することを規定しております。

第81条の４につきましては、環境性能割の税率についての規定でございますが、各軽自動車の環境

性能に合わせて、100分の１、100分の２、100分の３と税率を定めているものでございます。

なお、電気自動車や燃料電池車、ガソリン車等で平成32年燃費基準プラス10％達成車などにつきま

しては、地方税法の本則の中で非課税とされております。

40ページをお願いいたします。第81条の５につきましては、環境性能割の徴収方法についての定め

でございまして、徴収は申告納付の方法とするものでございます。

第81条の６につきましては、環境性能割の申告納付についての定めでございます。

第81条の７につきましては、環境性能割に係る不申告に関する過料を定めてございます。

第81条の８につきましては、環境性能割の減免の規定で、公益のために使用する場合や身体障害者

等に対する減免を定めているものでございます。

41ページになります。第82条につきましては、現行の軽自動車税を種別割に改め、見出し、記号の

表示方法を変更するものでございます。

なお、第２号に記載してあります税額については変更はございません。

42ページをお願いいたします。第83条、第85条、第86条及び43ページにわたり記載があります第87条

につきましても、軽自動車税を種別割に改め、引用条項及び文言の整理を行っているものでございま

す。

第88条、44ページになりますが、第89条、第90条、46ページでございますが、第91条につきまして

も、軽自動車税を種別割に改めまして、引用条項の整理を行っているものでございます。

47ページをお願いいたします。ここからが附則の改正となります。附則第15条の２から、48ページ

でございますが、附則第15条の４までにつきましては、軽自動車税の環境性能割の賦課徴収、減免、

申告納付の特例についての定めでございまして、当分の間、町にかわって県が行うという規定を新た

に設けるものでございます。

附則第15条の５につきましては、環境性能割の徴収事務取扱費の定めでございまして、環境性能割

の徴収事務を行うために必要な費用を町から県に交付することを定めてございます。

附則第15条の６につきましては、営業用の軽自動車に対する環境性能割の税率の特例を定めている

もので、環境性能によりそれぞれ減額することを定めているものでございます。

附則第16条につきましては、軽自動車税の種別割の税率の特例を規定しておりますが、従来の軽自

動車税を種別割とするもの及び表中の文言を修正するもの、初回車両番号の指定を受けた月から起算
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いたしまして14年を経過した月の属する年度以後の年度分の軽自動車税の種別割を重課する規定を整

理するものでございます。

51ページになりますが、第５条関係になります。附則第５条、軽自動車税に関する経過措置でござ

いますが、現行の軽自動車税を種別割に名称変更することや、平成26年度の改正において、平成27年

３月31日以前に最初の車両番号の指定を受けた３輪以上の軽自動車については改正前の税率を適用い

たしますが、その後については新税率を適用することを定めた規定の整理を行っているものでござい

ます。

54ページになりますが、最後に、第６条関係となります。附則第５条、千代田町たばこ税に関する

経過措置でございますが、第７項の改正規定、第19条第３号中、55ページになりますが、アンダーラ

イン部分、右側の現行でございますが、第98条第１項について、左側、改正後でございますが、第81条

の６第１項の申告書、第98条第１項に改めるものでございます。この改正につきましては、申告納付

に伴う申告書の規定を新たに追加するものでございます。

最後に、議案書の附則でございますが、改正されます案件につきまして、施行期日、経過措置等を

規定した条文となっております。

以上、詳細説明とさせていただきます。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

４番、大谷議員。

［４番（大谷純一君）登壇］

〇４番（大谷純一君） わからない文字があったものでお伺いしたいのですが、28ページの（６）、「熱

損失防止改修工事が完了」という次の文字がちょっとわからないのでご説明いただきのですが。

あと、30ページの第16条７項の下４行、初回車両番号指定を受けた場合、「鬼」という字が出てく

るのですが、それがちょっとわからないので教えてください。

〇議長（襟川仁志君） 柿沼財務課長。

〇財務課長（柿沼孝明君） ご質問にお答えいたします。

28ページの第６号でございますが、工事が完了した後の字、それと30ページの第７項の初回車両番

号の指定を受けた場合の後の字ですね、大変申しわけありません、ミスプリントでございまして、こ

の字は入らないものでございます。大変申しわけございません。

〇議長（襟川仁志君） ほかに質疑はありませんか。

６番、川田議員。

［６番（川田延明君）登壇］

〇６番（川田延明君） 38ページ、やはり文字の問題なのですけれども、81条の４段目、「山林以上

の軽自動車の取得者」なのですけれども、「山の林」になっております。
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以上です。

〇議長（襟川仁志君） 柿沼財務課長。

〇財務課長（柿沼孝明君） ご質問にお答えいたします。

今ご指摘ありました81条第１項のやや中ほど「山林以上の」ということで、「山の林」といった形

で表記がしてございますが、これも三輪、漢数字の「三」の車の「輪」です。三輪との表記の誤りで

ございます。大変申しわけございません。

〇議長（襟川仁志君） ほかに質疑はありませんか。

１番、大澤議員。

［１番（大澤成樹君）登壇］

〇１番（大澤成樹君） これも多分誤表記なのだろうと思いますが、30ページの６番、３行目のけつ

なのですが、「初回車両番号し手を受けた場合には平成30年度分の」という形になっているわけなの

ですが、この部分もこれでよろしいのかどうか、確認をさせていただきます。

〇議長（襟川仁志君） 柿沼財務課長。

〇財務課長（柿沼孝明君） 今ご指摘のありました「初回車両番号し手を受けた場合には」というこ

とで表記がありますが、これにつきましても誤表記ということでございます。申しわけございません。

〇議長（襟川仁志君） 「し」と「手」をなくすということですか。

柿沼財務課長。

〇財務課長（柿沼孝明君） 手元に正式なものがありません。後ほどご報告をさせていただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） よろしいですか。

ほかに質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについて、原案どおり承認することに賛成の方の起

立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、承認第１号は原案どおり承認されました。
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〇承認第２号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第２、承認第２号 専決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 承認第２号 専決処分事項の承認を求めることにつきまして、提案理由の説

明を申し上げます。

本専決処分につきましては、地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部を改正する法律が公布され、

平成29年４月１日から施行されることに伴い、千代田町都市計画税条例におきましても所要の改正を

行う必要が生じましたが、議会を招集するいとまがなく、地方自治法第179条第１項の規定により専

決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。

改正の要旨でありますが、先ほどご説明申し上げました税条例の固定資産税改正部分と同様に、都

市計画税においても改正を行うものであります。

今回の地方税法の改正において、法附則第15条第27項で規定されていました特定特殊自動車、同条

第36項で規定されていました協定倉庫、同条第40項で規定されていましたノンフロン機器の特例の廃

止に伴い、項ずれを修正する改正を行ったものであります。

また、附則第２項の新設については、都市再生特別措置法に基づく認定誘導事業者が整備した公園、

緑地などの公共用の施設に係る課税標準の特例措置について、わがまち特例の割合を国が参酌基準と

して設定した割合と同じ５分の４とするものであります。

その他の改正につきましては、この第２項を新たに規定したことによる項番号の調整などを行った

ものであります。

なお、この条例の施行期日は、平成29年４月１日とし、経過措置では、この条例による改正後の規

定は平成29年度分から適用し、平成28年度分までについては、なお従前の例によるものであります。

よろしくご審議の上、ご承認くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］
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〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

承認第２号 専決処分事項の承認を求めることについて、原案どおり承認することに賛成の方の起

立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、承認第２号は原案どおり承認されました。

〇承認第３号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第３、承認第３号 専決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 先ほど承認第２号の件なのですけれども、ここの部分で私のほうでちょっと

読み間違いがございまして、特殊自動車、同条第39条と私読んでしまったのですけれども、これが

「39条」ではなくて「36項」で訂正をお願いしたいと思います。

承認第３号 専決処分事項の承認を求めることにつきまして、提案理由の説明を申し上げます。

本専決処分につきましては、地方税法及び国民健康保険法施行例の一部を改正する政令が公布され、

平成29年４月１日に施行されることに伴い、千代田町国民健康保険税条例におきましても所要の改正

を行う必要が生じましたが、議会を招集するいとまがなく、地方自治法第179条第１項の規定により

専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。

改正の要旨でありますが、低所得者の国民健康保険税の負担軽減を図るため、５割軽減及び２割軽

減の対象となる世帯の軽減判定所得基準の見直しと附則の項番号を変更するものであります。

まず、軽減判定所得基準の見直しでは、５割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において、

被保険者の数に乗ずべき金額を、現行26万5,000円から改正後は27万円に引き上げるものであります。

次に、２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定においては、被保険者の数に乗ずべき金額

を、現行48万円から改正後は49万円に引き上げるもので対象世帯の拡大を行うものであります。

附則の項番号の変更では、昨年12月議会におきまして議決をいただきました特例適用利子等及び特

例適用配当等に係る国民健康保険税の課税の特例について、項番号の整理を行う必要が生じましたこ

とから、改正前の第10項及び第11項の規定を第12項及び第13項にそれぞれ改め、第10項には特例適用
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利子等に係る国民健康保険税の課税の特例を、第11項には特例適用配当等に係る国民健康保険税の課

税の特例をそれぞれ加えるものでございます。

なお、施行期日におきましては、軽減判定所得基準の見直しの規定は平成29年４月１日からとなり

ますが、特例適用利子等に係る国民健康保険税の課税の特例については公布の日から施行となります。

経過措置では、この条例によります改正後の規定は平成29年度分から適用し、平成28年度分までに

ついては従前の例によるものであります。

よろしくご審議の上、ご承認くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

承認第３号 専決処分事項の承認を求めることについて、原案どおり承認することに賛成の方の起

立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、承認第３号は原案どおり承認されました。

〇承認第４号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第４、承認第４号 専決処分事項の承認を求めることについてを議題と

いたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 承認第４号 専決処分事項の承認を求めることにつきまして、提案理由の説

明を申し上げます。

本案は、繰越明許費を追加する必要が生じましたが、年度末のため議会を招集するいとまがなく、

地方自治法第179条第１項の規定により、平成28年度千代田町一般会計補正予算（第７号）を専決処
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分いたしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。

補正の内容について申し上げます。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,358万2,000円

を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ50億5,929万5,000円とするものであります。

主なものでは、繰越明許費を追加するほか、歳入について、地方交付税を初めとする国、県にかか

わる各種交付金等が年度末において確定しましたので、これを補正するものであります。

歳出においては、基金に積み立てを行い、今後における財政運営の健全化を図るものです。

詳細については、財務課長より説明をさせますので、よろしくご審議の上、ご承認くださいますよ

うよろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 柿沼財務課長。

〇財務課長（柿沼孝明君） 詳細説明の前に、先ほど大澤議員のほうからご質問がございました税条

例改正の関係でご回答のほうをさせていただきたいと思います。

新旧対照表の30ページでございました第16条第６項の中の初回車両番号の次の平仮名の「し」、漢

字の手足の「手」といった表記がございましたが、これがシテイで、指と定めるという「指定」とい

う形のミスプリントでございました。大変申しわけございませんでした。

それでは、承認第４号につきまして詳細説明を申し上げます。補正予算書の１ページをお開き願い

たいと思います。まず、第１条、歳入歳出予算の補正につきましては、先ほど町長から説明があった

とおりでございます。

次に、第２条、繰越明許費の補正につきましては、５ページをお願いいたします。第２表、繰越明

許費補正をご覧いただきたいと思います。２款総務費、３款民生費、６款農林水産業費、８款土木費

でそれぞれ１件ずつ、合計４件の事業につきましては、年度内の完了が見込めないことから、繰越明

許費を設定するものでございます。

それでは、補正予算の内容につきまして、事項別明細書によりご説明いたします。補正予算書の９

ページ、10ページをお願いいたします。まず、歳入から申し上げます。これからご説明いたします補

正予算の全般的な内容でございますが、先ほど町長の提案理由にもございましたが、３月末において

国、県から交付される各種交付金や補助金について交付される額が確定したことから、繰越明許費の

設定とあわせ補正を行ったものでございます。

まず、第２款１項１目地方揮発油譲与税に194万3,000円、２項１目自動車重量譲与税に148万9,000円

をそれぞれ追加いたします。

３款１項１目利子割交付金では24万6,000円、４款１項１目配当割交付金では449万1,000円をそれ

ぞれ減額いたします。

次のページ、11ページ、12ページをお願いいたします。５款１項１目株式等譲渡所得割交付金を18万

2,000円、６款１項１目地方消費税交付金を636万3,000円それぞれ減額いたします。

７款１項１目自動車取得税交付金につきましては、309万6,000円を追加いたします。
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９款１項１目地方交付税には、3,339万5,000円を追加いたします。これは、特別交付税の追加でご

ざいます。

次のページ、13ページ、14ページをお願いいたします。10款１項１目交通安全対策特別交付金に12万

円を追加いたします。

13款国庫支出金、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金では、臨時福祉給付金等給付事業費補助

金を517万9,000円減額いたします。

次に、歳出につきましてご説明を申し上げます。15ページ、16ページをお願いいたします。２款総

務費、１項総務管理費、４目財産管理費の基金積立金に公共施設建設基金積立金を2,500万円追加い

たします。これは、後年度の財源として積み立てるものでございます。

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費では、臨時福祉給付金について精算を行うもの

で、178万6,000円を減額いたします。

次のページ、17ページ、18ページでございますが、14款１項１目予備費に36万8,000円を追加いた

しまして、収支の均衡を図ったものでございます。

以上、詳細説明とさせていただきます。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

承認第４号 専決処分事項の承認を求めることについて、原案どおり承認することに賛成の方の起

立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、承認第４号は原案どおり承認されました。

〇報告第１号の上程、説明、報告

〇議長（襟川仁志君） 日程第５、報告第１号 平成28年度千代田町一般会計繰越明許費繰越計算書

についてを議題といたします。

書記に報告書を朗読させます。

［書記朗読］
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〇議長（襟川仁志君） 町長に平成28年度千代田町一般会計繰越明許費繰越計算書についての報告を

求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 報告第１号 平成28年度千代田町一般会計繰越明許費繰越計算書につきまし

てご報告いたします。

繰越計算書に記載のありますとおり、平成28年度千代田町一般会計予算に係る事業のうち、町ホー

ムページリニューアル事業など総務費関係３件、臨時福祉給付金事業（経済対策分）など民生費関係

２件、小規模農村整備事業の農林水産業費関係１件並びに道路新設改良整備事業など土木費関係２件、

合わせて８件の事業で、総額7,472万8,000円に係る繰越計算書の報告であります。これは、本年３月

の第１回定例会において可決いただきました一般会計補正予算（第６号）並びに先ほど承認いただき

ました専決処分事項の一般会計補正予算（第７号）を繰越明許費として平成29年度に繰り越したもの

でございますが、地方自治法施行令第146条第２項の規定により、繰越明許費繰越計算書を調製し、

議会に報告することとされておりますので、ご報告させていただくものであります。

よろしくお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 以上で報告を終わります。

〇報告第２号の上程、説明、報告

〇議長（襟川仁志君） 日程第６、報告第２号 平成28年度千代田町下水道事業特別会計繰越明許費

繰越計算書についてを議題といたします。

書記に報告書を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に平成28年度千代田町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書につい

ての報告を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 報告第２号 平成28年度千代田町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

につきましてご報告いたします。

繰越計算書に記載してありますとおり、平成28年度千代田町下水道事業特別会計予算に係る事業の

うち、管渠整備事業の3,500万円につきまして、本年３月の第１回議会定例会におきまして可決いた

だきました平成28年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第４号）で繰越明許費として翌年度に

繰り越したものでございます。地方自治法施行令第146条第２項の規定により、繰越明許費繰越計算

書を調製し、議会に報告することとされておりますので、ご報告させていただくものであります。
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よろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 以上で報告を終わります。

〇報告第３号の上程、説明、報告

〇議長（襟川仁志君） 日程第７、報告第３号 平成28年度西邑楽土地開発公社決算についてを議題

といたします。

書記に報告書を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に平成28年度西邑楽土地開発公社決算についての報告を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 報告第３号 平成28年度西邑楽土地開発公社決算について報告いたします。

本案は、西邑楽土地開発公社の決算について、地方自治法第243条の３第２項の規定により報告す

るものであります。

なお、本報告書につきましては、去る５月22日の公社理事会において、全会一致で原案どおり可決

されております。

詳細につきましては、都市整備課長から説明させますので、よろしくお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 石橋都市整備課長。

〇都市整備課長（石橋俊昭君） それでは、報告第３号につきまして詳細説明を申し上げます。

お手元の資料の中敷きのピンク色の色紙以降にございます決算資料の７ページをお開きいただきた

いと思います。

事業の概況報告でございますが、造成地売却事業といたしまして、東部住宅団地分譲地１区画の売

却に伴う収益がございました。面積、金額につきましては、記載のとおりでございます。

続きまして、決算書の１ページにお戻りいただき、ご覧いただきたいと思います。収支決算の状況

でございます。まず、収益的収入及び支出におきましては、収入の総決算額が861万7,303円で、事業

区分ごとの内訳は、記載のとおりでございます。

次に、支出の総決算額でございますが、724万8,240円で、事業区分ごとの内訳は記載のとおりでご

ざいます。

次に、２ページをご覧いただきたいと思います。資本的収入及び支出でございます。収入の総決算

額が319万3,515円で、東部住宅団地造成事業の借入金でございます。

支出の総決算額は720万6,915円で、内訳は記載のとおりでございます。

なお、収入が支出に対して不足する額につきましては、記載のとおり過年度分及び当年度分損益勘

定留保資金で補填をいたしました。
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３ページをご覧いただきたいと思います。損益計算書でございますが、公社の１年間の経営状況を

あらわすものでございます。事業収益から事業原価を差し引きますと、300万円の当期総利益が発生

いたしました。こちらから販売費及び一般管理費を引きますと、23万4,840円の事業損失となりまし

た。また、事業損失に事業外収益を足し上げ、差し引きますと、136万9,063円の当期純利益となりま

した。

４ページをご覧いただきたいと思います。貸借対照表でございますが、公社の資産状況をあらわす

ものでございます。

まず、資産の部でございますが、流動資産の合計は11億398万3,437円で、明細につきましては記載

のとおりでございます。

次に、負債の部でございますが、固定負債が10億7,419万9,037円でございます。

次に、資本の部でございますが、千代田町からの拠出金として基本財産が300万円でございます。

次に、準備金でございますが、記載のとおり、前期繰越準備金と当期純利益を合わせて2,678万

4,400円でございます。従いまして、資本合計は資本金と準備金を合わせ2,978万4,400円となり、負

債資本合計が11億398万3,437円で、資産と合致しております。

５ページ以降につきましては、財産目録等を添付してございます。また、平成29年度予算書も添付

してございますので、後ほどご覧いただくことをお願い申し上げまして、以上詳細説明とさせていた

だきます。

〇議長（襟川仁志君） 以上で報告を終わります。

〇議案第１７号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第８、議案第17号 千代田町個人情報保護条例の一部を改正する条例を

議題といたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 議案第17号 千代田町個人情報保護条例の一部を改正する条例につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。

本案は、平成29年５月に公布された行政機関等の保有する個人情報の適正かつ効果的な活用による

新たな産業の創出並びに活力ある経済社会及び豊かな国民生活の実現に資するための関係法律の整備

に関する法律により、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律が本年５月30日に改正施行さ

れたことに伴い、本町の個人情報保護条例に影響が生じるため、所要の改正を行うものでございます。
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詳細につきましては、総務課長から説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定くださいます

ようお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 椎名総務課長。

〇総務課長（椎名信也君） それでは、議案第17号 千代田町個人情報保護条例の一部を改正する条

例につきまして、詳細説明を申し上げます。

先ほど町長の提案理由説明にありましたとおり、平成29年５月30日から、行政機関の保有する個人

情報の保護に関する法律、いわゆる行政機関個人情報保護法が改正施行され、個人情報の定義の明確

化及び要配慮個人情報の取り扱いについて新たに規定されました。このことを踏まえまして、本町の

個人情報保護条例におきましても所要の改正を行う必要が生じたため、一部改正を実施させていただ

くものでございます。

具体的な改正点につきましては、お手元の資料の新旧対照表により説明させていただきます。右側

が現行、左側が改正案となっておりますので、よろしくお願いいたします。

最初に、１ページの第２条の定義でございますが、第２号に規定する個人情報につきまして、行政

機関個人情報保護法においては生存する個人に関する情報が対象となっていたため、条例におきまし

ても対象を同様とするものでございます。また、行政機関個人情報保護法においては、新たに個人情

報の定義の明確化として、指紋データや旅券番号といった個人識別符号が含まれる情報は個人情報に

該当することとなったため、条例におきましても第２号の個人情報の定義につきまして、現行の氏名、

生年月日、その他の記述等により特定の個人を識別することができるものをアと規定しまして、あわ

せてイとしまして、個人識別符号が含まれるものにつきましても個人情報に該当することを規定する

ものでございます。

続きまして、その下の第３号でございますが、新たに要配慮個人情報の定義を追加するものでござ

います。町が保有する個人情報に関して、本人に対する不当な差別または偏見などが生じないよう、

その取り扱いに特に配慮を要する個人情報を明確にするため、行政機関個人情報保護法と同様に、要

配慮個人情報について定義を設けるものとなっております。２ページでは、さきの第３号の追加に伴

いまして、現行の第３号から第５号までを１号ずつ番号を繰り下げるものでございます。

その下の現行、第６号の公文書でございますが、電磁的記録の定義がさきの第２号、アで規定され

たこととなったため、この定義を削除いたしまして、さきの第３号の追加に伴い、第６号から第８号

までを１号ずつ番号を繰り下げるものでございます。

第３条の見出し、実施機関の責務等及び第５条では文言の整理を行うものでございます。

３ページの第６条、収集の制限等の第２項では、要配慮個人情報のうち、現行上、原則収集禁止と

している個人情報に限り収集を制限することを規定するものとなっておりまして、第２号では文言の

整理を行うものでございます。

中段の第９条では、同じく文言の整理を行う改正となってございます。
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下段の第15条では、個人情報取り扱い事務を開始しようとするとき町長に届け出る事項におきまし

て、第６号として新たに「個人情報に要配慮個人情報が含まれるときは、その旨」を追加するもので

ございます。

その下では、さきの第６号の新設によりまして、１号ずつ号番号を繰り下げ、第７号から第９号と

するものでございます。

４ページになりますが、第17条、開示請求の手続では文言の整理を行うものでございます。

第18条第３号では、開示義務から除外される個人情報につきまして、「個人識別符号が含まれるも

の」を追加するものでございます。同号のウにつきましては、引用している独立行政法人通則法の条

項の番号及び名称が法改正により変更されているため、条項の番号及び名称を改めるものでございま

す。

５ページをお願いいたします。第19条、部分開示では、開示請求に係る個人情報のうち、開示請求

者以外の特定の個人を識別できることとなる期日等の部分を除くことによって開示することができる

ことを規定しておりますが、除く部分として、新たに個人識別符号を加えるものでございます。

第24条、６ページの第25条第３項、第46条の見出しにつきましては、それぞれ文言の整理を行うも

のでございます。

改正文に戻っていただきまして、本条例の施行期日でございますが、公布の日から施行するもので

ございます。

以上、詳細説明とさせていただきます。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありせんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。

最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

議案第17号 千代田町個人情報保護条例の一部を改正する条例について、原案どおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、議案第17号は原案どおり可決されました。
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〇議案第１８号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第９、議案第18号 千代田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 議案第18号 千代田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由の説明を申し上げます。

提案させていただきます非常勤特別職の報酬につきまして、農業委員会の委員の報酬について改正

するものであります。

平成28年４月１日に農業委員会等に関する法律が施行され、新たに設置されました農地利用最適化

推進委員の報酬を追加させていただくとともに、農業委員の報酬につきまして積算の根拠を明確化し、

近隣市町の農業委員の報酬額を考慮いたしまして、平均で約6.9％の増額した内容で条例の一部を改

正するものであります。

改正の内容につきましては、会長職が年額で37万5,600円を39万400円に、会長職務代理者が年額で

22万2,000円を24万4,000円に、委員が年額で20万5,200円を21万9,600円に改め、また新たに追加いた

します農地利用最適化推進委員につきましては、年額で18万3,000円とした内容に改めるものであり

ます。

なお、条例の施行期日は、平成29年７月20日となります。

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありせんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。

最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

議案第18号 千代田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例について、原案どおり決することに賛成の方の起立を求めます。
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［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、議案第18号は原案どおり可決されました。

ただいまから10時40分まで休憩といたします。

休 憩 （午前１０時２５分）

再 開 （午前１０時４０分）

〇議長（襟川仁志君） 休憩を閉じて再開いたします。

〇議案第１９号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第10、議案第19号 千代田町介護保険条例の一部を改正する条例を議題

といたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 議案第19号 千代田町介護保険条例の一部を改正する条例について、提案理

由の説明を申し上げます。

本案は、消費税率の引き上げを財源として、平成28年４月から実施している介護保険料軽減措置に

つきまして、消費税率の10％への引き上げを前提に軽減対象の拡大が予定されておりましたが、消費

税率引き上げが当初予定の平成29年４月から平成31年10月に延期されたため、軽減措置の拡大が見送

られ、現行どおり所得段階第１段階の方のみの軽減措置が継続実施されることとなりましたので、町

の条例につきましても所要の改正をするものであります。

内容につきましては、第２条第２項で定める保険料の軽減措置を適用する期間の終了年度を現行の

平成28年度から平成29年度に改めるものであります。

なお、施行期日につきましては、条例の公布の日といたしまして、平成29年度分の保険料から適用

するものであります。

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。
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討論に入ります。

最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

議案第19号 千代田町介護保険条例の一部を改正する条例ついて、原案どおり決することに賛成の

方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、議案第19号は原案どおり可決されました。

〇議案第２０号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第11、議案第20号 平成29年度千代田町一般会計補正予算（第１号）を

議題といたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 議案第20号 平成29年度千代田町一般会計補正予算（第１号）について、提

案理由の説明を申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ537万1,000円を追加いたしまして、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ46億1,837万1,000円とするものであります。

補正の主な内容につきまして申し上げますと、歳入では、職員の派遣に伴う総合事務組合への負担

金の追加や県補助金に農業者への支援のため、「はばたけ！ぐんまの担い手」支援事業費補助金を追

加いたします。

また、財産売払収入には、土地の売払収入を追加いたします。

歳出では、総務費において、基幹系システムの入れかえに伴う工事費、町税の還付金などを追加い

たします。

農林水産業費には、「はばたけ！ぐんまの担い手」支援事業補助金、土木費には下水道事業特別会

計繰出金を追加いたします。

また、教育費では予算の組み替えなども行わせていただきました。

詳細につきましては、財務課長より説明させますので、よろしくご審議の上、決定くださいますよ
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うお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 柿沼財務課長。

〇財務課長（柿沼孝明君） それでは、議案第20号につきまして詳細説明を申し上げます。

事項別明細書によりましてご説明申し上げますので、補正予算書の７ページ、８ページをお開き願

いたいと思います。

なお、説明に当たりましては、右側、説明欄をもとにご説明いたしますので、よろしくお願いをい

たします。

初めに、歳入でございます。11款分担金及び負担金、１項負担金、３目総務費負担金でございます

が、群馬東部水道企業団へ職員を派遣しておりますが、その派遣職員３名分の総合事務組合負担金と

いたしまして派遣先から納入されるもので、196万2,000円を追加いたします。

14款県支出金、２項県補助金、４目農林水産業費県補助金でございますが、54万円を追加いたしま

す。これは、「はばたけ！ぐんまの担い手」支援事業費補助金で、農業用機械の購入費用に充てるた

め、農業者１名分を追加するものでございます。

15款財産収入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入では、法定外公共物の用途廃止による土地

の売却がございましたので、286万9,000円を追加いたします。

めくっていただきまして、９ページ、10ページをお願いいたします。次に、歳出でございます。２

款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございますが、先ほど歳入の項目でご説明申し上げま

したが、群馬東部水道企業団への派遣職員分の総合事務組合負担金、これは退職手当分の負担金とな

りますが、歳入額と同額の196万2,000円を追加いたします。

５目企画費では、情報システム事業のうち、基幹系システム管理事業といたしまして、工事請負費

を289万5,000円追加いたします。これは、今年10月より基幹系システムの入れかえを予定しておりま

すが、既存のネットワークが老朽化していることから、新たなネットワークの構築とサーバーの移設

に伴う工事費を追加するものでございます。

下段になります２項徴税費、２目賦課徴収費に300万円を追加いたします。これは、法人町民税の

確定申告により納め過ぎとなった法人税割の過誤納金の支払いが発生し、今後、町税過誤納還付金な

どに不足が見込まれることから、追加をするものでございます。

11ページ、12ページをお願いいたします。６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費の一般

経費に「はばたけ！ぐんまの担い手」支援事業補助金54万円を追加いたしますが、これは先ほど歳入

の項目でご説明申し上げましたとおり、農業者の方が農業用機械を購入する際の購入費用を助成する

もので、１名分を追加するものでございます。

８款土木費、４項都市計画費、４目公共下水道費の公共下水道整備事業については、58万円を減額

いたします。これは、下水道管渠整備事業について、国庫補助対象事業が当初より増加となる見込み

から、事業費の精査を行った結果、一般会計からの繰出金を減額するものでございます。
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10款教育費、２項小学校費、２目教育振興費では、東小学校において新聞を活用した授業を取り入

れるため、児童用図書購入費から消耗品費へ新聞の購読料といたしまして予算の組み替えを行うもの

でございます。

13ページ、14ページをお願いいたします。４項１目幼稚園費につきましても、人材派遣委託料を東

幼稚園から西幼稚園に同額を組み替えるものでございます。

５項社会教育費、４目図書館費の図書館管理運営事業に16万2,000円を追加いたします。これは、

利用者の方が借りた図書の履歴を記録するため、新たに読書手帳を作成するための費用を追加するも

のでございます。

６項保健体育費、４目給食センター費の共同調理場施設管理事業に58万2,000円を追加いたします。

これは、給食センターの排水処理槽に曝気ブロワーが２基設置してございますが、そのうち１基が故

障をしておりまして、その交換修理を行う必要があることから、修繕料を追加するものでございます。

15ページ、16ページでございますが、最後に、14款１項１目予備費から348万9,000円を減額いたし

まして、収支の均衡を図るものでございます。

以上、詳細説明とさせていただきます。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

８番、小林議員。

［８番（小林正明君）登壇］

〇８番（小林正明君） １つだけお尋ねいたします。

14ページ、11番、需用費の中の図書館管理運営費、図書館管理運営事業、この中で印刷製本費とし

て16万2,000円を計上されております。内容は、先ほどお聞きしましたが、読書手帳ということです。

これはどのようなもので、また配布先とか対象者はどんなようなところでありますでしょうか。ご返

答をお願いいたしたいと思います。

〇議長（襟川仁志君） 宗川教育委員会事務局長。

〇教育委員会事務局長（宗川正樹君） それでは、ご質問にお答えいたします。

図書館管理運営費の印刷製本費でございます。こちらにつきましては、先ほど説明がありましたと

おり、読書手帳の印刷製本費でございます。読書手帳といいますと、お薬手帳をイメージしていただ

ければと思います。お薬手帳のように図書館の手帳につきましても、機械から借りた本がシールにな

って出てきまして、それを張りつけるような形にして手帳という形で、張りつけていくような手帳と

いう形になってございます。

それで、配布先でございますが、大人から子供までご利用いただけるように、図書館のほうで希望

があれば配布をさせていただくということでございます。

以上でございます。
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〇議長（襟川仁志君） ８番、小林議員。

〇８番（小林正明君） それは希望者ということだけであって、そうするともっと一生懸命図書館を

利用していただけるような啓蒙にはちょっと不足かなと思うのですけれども、可能な限り多数の方に

図書館を利用していただけるように配布方法を考えたほうがいいのかと思いますが、もう一度お考え

を、答弁お願いしたいと思います。

〇議長（襟川仁志君） 宗川教育委員会事務局長。

〇教育委員会事務局長（宗川正樹君） ご質問にお答えいたします。

確かに希望者ということですと、対象者は減ってしまうというご懸念もあろうかと思います。夏以

降の配布を今予定をしているところなのですけれども、そのときにはやはり広報等で周知をいたしま

して、配布に当たっては図書館等で配布をしますが、例えば小学生全員とか、ある程度全世帯に配っ

てしまっても利用しない方もおりまして、ならば利用される方が有効に使っていただくというような

考えで作成いたしますので、やはり事前に広報等で周知をいたしまして、なるべく一人でも多くの方

に使っていただけるように周知を図っていきたいと思います。

以上でございます。

〇議長（襟川仁志君） ほかに質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

議案第20号 平成29年度千代田町一般会計補正予算（第１号）について、原案どおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、議案第20号は原案どおり可決されました。

〇議案第２１号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第12、議案第21号 平成29年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第

１号）を議題といたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。



- 77 -

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 議案第21号 平成29年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第１号）に

つきまして、提案理由の説明を申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ942万円を追加し、歳入歳出それぞれ２億

2,773万3,000円とするものであります。

補正の主な内容でございますが、歳入につきまして、国庫支出金を追加するとともに、繰入金では

減額としております。

歳出では、事業費の管渠整備事業において工事費を追加するものでございます。

詳細につきましては、環境保健課長から説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定ください

ますようお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 小暮環境保健課長。

〇環境保健課長（小暮秀樹君） それでは、議案第21号につきまして詳細説明を申し上げます。

補正予算書の事項別明細書によりご説明申し上げますので、７ページ、８ページをお願いいたしま

す。

初めに、歳入でございますが、３款１項国庫補助金について1,000万円を追加いたします。これは、

歳出の事業費にて単独事業として当初予算に計上していただきました委託業務が一部国の補助対象と

なることから、補助金を追加するものでございます。

５款１項一般会計繰入金につきましては、管渠整備事業で国庫補助金が増加となることから、事業

費の精査により58万円を減額するものでございます。

８款１項町債につきましては、事業費における補助分と単独分の組み替えでございます。

めくっていただきまして、９ページ、10ページをお願いいたします。次に、歳出でございます。２

款１項１目管渠整備費の管渠整備事業、国庫補助管渠整備事業でございますが、先ほど歳入でもご説

明させていただきました設計委託料の4,000万円を単独事業から国庫補助事業へ移行するものでござ

います。また、管渠整備工事費につきましても、単独事業から補助対象事業へ一部移行し、730万円

を追加いたします。

次に、単独管渠整備事業については、先ほど補助事業に移行した委託費を4,000万円減額するとと

もに、管渠整備工事費において、舞木地内の主要地方道足利千代田線、監物橋周辺において補修を行

うための費用を追加し、一部管渠補助事業に移行した分との差額約50万円を追加するものでございま

す。

公共ます設置事業につきましては、区画整理地内において、民間開発によります土地の分割が行わ

れますことから、公共ますの設置されていない箇所への工事費用を追加するものでございます。

以上、詳細説明とさせていただきます。
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よろしくご審議の上、ご決定くださいますようよろしくお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

議案第21号 平成29年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、原案どおり決

することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、議案第21号は原案どおり可決されました。

〇議案第２２号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） 日程第13、議案第22号 千代田町農業委員会の委員に占める認定農業者等又

はこれらに準ずる者の割合を４分の１以上とすることにつき同意を求めることについてを議題といた

します。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 議案第22号 千代田町農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに

準ずる者の割合を４分の１以上とすることにつき同意を求めることにつきまして、提案理由の説明を

申し上げます。

本案は、農業委員会等に関する法律の改正に伴いまして、同法第８条第１項の規定により、農業委

員会の委員を町長が任命するに当たっては、同法第８条第５項の規定により、認定農業者が委員の過

半数を占めることとされております。ただし、区域内の認定農業者の数が委員の定数の８倍を下回る

場合は、例外措置といたしまして、委員の少なくとも４分の１を認定農業者及びそれに準ずる者とす

ることができますが、そのためには農業委員会等に関する法律施行規則第２条第１項第２号の規定に

より、議会の同意を得ることとされております。
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今回、この後農業委員会の委員の任命を上程させていただきますが、候補者が９人のうち、認定農

業者及びそれに準ずる者は４人でありますので、委員の過半数を満たしていないことから、議会の同

意を求めるものでございます。

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

採決いたします。

議案第22号 千代田町農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者の割合を４分

の１以上とすることにつき同意を求めることについて、原案どおり決することに賛成の方の起立を求

めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、議案第22号は原案どおり可決されました。

〇同意第２号～同意第４号の一括上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） お諮りいたします。

日程第14、同意第２号から日程第16、同意第４号までを一括議題といたしたいと思います。これに

ご異議ございませんか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） ご異議なしと認めます。

よって、日程第14、同意第２号 千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱につき同意

を求めることについてから日程第16、同意第４号 千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の

委嘱につき同意を求めることについてまで３件を一括議題といたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］
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〇町長（高橋純一君） ただいま一括上程されました同意第２号から第４号までの千代田町情報公開

・個人情報保護審査会の委員の委嘱につき同意を求めることについて、提案理由の説明を申し上げま

す。

本案は、６月13日をもって任期満了となります千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員につ

いて、小林義司氏、岩橋逸男氏、加藤耕司氏の３名を引き続き委員に委嘱いたしたく、千代田町情報

公開・個人情報保護審査会条例第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。

同意第２号の小林義司氏におかれましては、地元第13区の生活環境委員や区長を経て、平成19年６

月より本審査会の委員として、また平成20年４月からは会長として活躍をいただいております。

また、同意第３号の岩橋逸男氏におかれましては、長年にわたり大手電機メーカーにおいて、企業

情報の公開や顧客の個人情報の保護に携わり、その経験を生かし、平成20年４月より本審査会の委員

としてご活躍をいただいております。

最後に、同意第４号の加藤耕司氏におかれましては、長年にわたり大手電機メーカー等において、

内部情報の取り扱いを行う事務を主に担当され、退職後には第７区の区長としてご活躍をされ、平成

27年６月より本審査会の委員として活躍いただいております。

以上３名の方々は、これまでの委員実績に加え、すぐれた識見を有しておりますので、引き続き委

員に委嘱いたしたく提案するものでございます。

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより３議案について質疑に入ります。

質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

同意第２号から同意第４号までを１議案ごとに採決いたします。

初めに、同意第２号 千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱につき同意を求めるこ

とについて、原案どおり同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第２号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第３号 千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱につき同意を求めること

について、原案どおり同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］
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〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第３号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第４号 千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱につき同意を求めること

について、原案どおり同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第４号は原案どおり同意することに決定いたしました。

〇同意第５号～同意第１３号の一括上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（襟川仁志君） お諮りいたします。日程第17、同意第５号から日程第25、同意第13号までを

一括議題といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） ご異議なしと認めます。

よって、日程第17、同意第５号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについ

てから日程第25、同意第13号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについてま

で、以上９件を一括議題といたします。

書記に議案を朗読させます。

［書記朗読］

〇議長（襟川仁志君） 町長に提案理由の説明を求めます。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） ただいま一括上程されました同意第５号から同意第13号までの千代田町農業

委員会の委員の任命につき同意を求めることにつきまして、提案理由の説明を申し上げます。

本案は、農業委員会の委員の任期が平成29年７月19日で満了となりますことから、農業委員会等に

関する法律第８条第１項の規定により、農業委員会の委員として任命いたしたく、議会の同意を求め

るものでございます。

初めに、同意第５号 木崎在住の石川泰廣氏におかれましては認定農業者となっております農事組

合の構成員であるとともに、現在農業委員としてもご活躍されております。農業に関する見識も高く、

豊富な経験と知識を有され、農事組合法人木崎より農業委員として適任者であると推薦をいただきま

した。

次に、同意第６号、福島在住の今井恒也氏におかれましては、現在農業委員としてご活躍されてお

り、農業に関する見識も高く、豊富な経験と知識を有され、第12行政区より農業委員として適任者で

あると推薦をいただきました。
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次に、同意第７号、赤岩在住の大出泰之氏におかれましては、認定農業者であり、農業に関する見

識も高く、豊富な経験と知識を有され、認定農業者協議会より農業委員として適任者であると推薦を

いただきました。

次に、同意第８号、赤岩在住の柿沼秀美氏、女性におかれましては、農業委員会等に関する法律第

８条第６項で、委員の任命には農業委員会の所掌に属する事項に関し利害関係を有しない者が含まれ

るようにしなければならないと定められていることから、農業者以外で中立な立場で公正な判断がで

きる方として、第２行政区より農業委員として適任者であると推薦をされております。

次に、同意第９号、赤岩在住の加藤孝雄氏におかれましては、認定農業者であり、農業に関する見

識も高く、豊富な経験と知識を有され、認定農業者協議会より農業委員として適任者であると推薦を

いただきました。

次に、同意第10号、舞木在住の木町光夫氏におかれましては、現在農業委員としてご活躍されてお

り、農業に関する見識も高く、豊富な経験と知識を有され、舞木地区農業者より農業委員として適任

者であると推薦をいただきました。

次に、同意第11号、上五箇在住の栗原寛氏におかれましては、現在農業委員として活躍をされてお

り、農業に関する見識も高く、豊富な経験と知識を有され、上五箇地区農業者より農業委員として適

任者であると推薦をいただきました。

次に、同意第12号、下中森在住の小暮茂子氏、女性におかれましては、長年にわたり農業に従事さ

れており、農業に関する見識も高く、豊富な経験と知識を有され、第７行政区より農業委員として適

任者であると推薦をいただきました。

最後に、同意第13号、鍋谷在住の蛭間泰四郎氏におかれましては、認定農業者であるとともに、現

在農業委員としてもご活躍をされております。農業に関する見識も高く、豊富な経験と知識を有され、

公募により、みずから意欲を持ち、応募された方であります。

以上、９名につきまして提案するものでございます。

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願いいたします。

〇議長（襟川仁志君） 説明が終わりましたので、これより９議案について質疑に入ります。

質疑はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 質疑を終結いたします。

討論に入ります。最初に、反対討論はありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） 討論を終結いたします。

同意第５号から同意第13号までを１議案ごとに採決いたします。

初めに、同意第５号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、原案ど
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おり同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第５号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第６号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、原案どお

り同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第６号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第７号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、原案どお

り同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第７号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第８号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、原案どお

り同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第８号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第９号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、原案どお

り同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第９号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第10号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、原案どお

り同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第10号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第11号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、原案どお

り同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。
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よって、同意第11号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第12号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、原案どお

り同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第12号は原案どおり同意することに決定いたしました。

次に、同意第13号 千代田町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、原案どお

り同意することに賛成の方の起立を求めます。

［起立全員］

〇議長（襟川仁志君） 起立全員であります。

よって、同意第13号は原案どおり同意することに決定いたしました。

〇次会日程の報告

〇議長（襟川仁志君） これで本日の日程は終了いたしました。

お諮りいたします。ただいまから15日まで休会といたしたいと思います。これにご異議ございませ

んか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） ご異議なしと認めます。

よって、15日まで休会といたします。

なお、あす13日火曜日は総務文教常任委員会、14日水曜日は福祉産業常任委員会を、それぞれ全員

協議会室において午前９時から開会いたしますので、よろしくお願いいたします。

〇散会の宣告

〇議長（襟川仁志君） 本日は以上をもって散会いたします。

大変ご苦労さまでした。

散 会 （午前１１時３５分）
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開 議 （午前 ９時００分）

〇開議の宣告

〇議長（襟川仁志君） おはようございます。

本日の出席議員は12名です。定足数に達しておりますので、ただいまから平成29年第２回千代田町

議会定例会３日目の会議を開きます。

〇閉会中の継続調査の申し出

〇議長（襟川仁志君） これより日程に従い、議事を進めます。

日程第１、閉会中の継続調査の申し出についてを議題といたします。

今朝ほど配付いたしました申出書のとおり、各常任委員長、議会運営委員長並びに議会改革推進特

別委員長から閉会中の継続調査の申し出がありました。

お諮りいたします。各常任委員長、議会運営委員長並びに議会改革推進特別委員長の申し出のとお

り、閉会中の継続調査に付することにご異議ございませんか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇議長（襟川仁志君） ご異議なしと認めます。

よって、各常任委員長、議会運営委員長並びに議会改革推進特別委員長の申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決定いたしました。

以上で今定例会に付議された案件は全て議了いたしました。

〇町長挨拶

〇議長（襟川仁志君） 町長に発言を求められておりますので、これを許します。

高橋町長。

［町長（高橋純一君）登壇］

〇町長（高橋純一君） 皆さん、おはようございます。平成29年第２回議会定例会の閉会に当たり、

一言ご挨拶を申し上げます。

去る９日から本日までの８日間、議員各位には条例改正や補正予算、人事案件等の重要案件につき

まして慎重なご審議を賜り、また一般質問での提言を初め各常任委員会では建設的なご意見やご指摘

をいただきましたことに対し厚くお礼申し上げます。ご指摘等の中で、町が検討すべき点や未対応と

なっている点につきましては、それぞれ担当部署と協議をし、早目にその結果をお示しできるよう努

力してまいります。

さて、人口減少の影響からか、人口の少ない一部の自治体では議員の担い手不足などの課題が表面

化しております。議会にかわる町村議会の設置を検討しているといったニュースが新聞等で伝えられ

ております。国では、維持策を含め町村議会のあり方についての検討を始めるとのことでありますが、
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議会の廃止は地方自治の原則でもある二元代表制の破壊にもつながりかねず、直接民主制の移行は課

題も多く、慎重な対応が求められるかと思います。幸いにも、本町におきましては選挙で選ばれた皆

様が民意を反映させるため、この議場においてしっかりと議論を展開していただいております。私も

二元代表制の一翼を担う立場として、改めて適切な事務の管理、執行に努めてまいる決意をした次第

であります。今後、新規工業団地や都市計画道路、そしてふれあいタウン内の商業用地など町の未来

を見据えた大きな事業が本格的に動き出すことになります。これまで以上に相互のチェック、バラン

スの関係を保ちながら行政運営を進めていく必要がありますので、議員各位におかれましては、引き

続きまして町民の幸せのため、日々の議員活動にご精進いただくことをお願い申し上げます。

また、本年度は、町制施行35周年の節目の年でもあります。先月14日、東国原さんを迎えてのまち

づくり講演会から始まり、今月３日には、ＮＨＫ「俳句王国がゆく」の公開収録も行いました。こち

らは来月16日に放送予定でありますので、ぜひご覧になっていただきたいと思います。

来月以降も毎月１つのペースで各種記念行事が予定されております。これらも節目の年にふさわし

く、町の未来予想図、将来のグランドデザインに向けて、皆さんとともに議論を通して英知を結集し

て、本町の発展や活性化につながるような事業展開を心がけてまいりますので、ご支援のほどよろし

くお願い申し上げます。

最後になりますが、議員各位におかれましては、くれぐれも健康に留意をされ、それぞれの立場で

ますますのご活躍を祈念申し上げまして、閉会の挨拶とさせていただきます。

ご協力ありがとうございました。

〇閉会の宣告

〇議長（襟川仁志君） 閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

去る９日から本日まで８日間にわたり平成29年第２回千代田町議会定例会が開催されました。会期

中、議員各位には終始熱心にご審議を賜り、諸議案も滞りなく議了いたしましたことに対し、心から

御礼を申し上げます。

今定例会においては、６名の議員による一般質問と、町長提案の承認、報告、補正予算、人事案件

など、十分な議論を行いながら、円滑な議会運営が図られました。人事案件では、９名の農業委員が

同意され、これからの千代田町の農業の発展のために、農業委員会が円滑に進むよう期待するところ

であります。

一般質問でありますが、千代田町では通告制をとっております。質問の要旨をよく理解して、かみ

合う答弁、質問をされますようお願い申し上げますとともに、議員各位には一問一答というものをよ

く熟知して、活発な議論ができますようお願いを申し上げる次第でございます。

町制35周年事業では、これまですばらしい企画の事業が行われております。町民や町外の方から、

千代田町に愛着を持ち、希望あふれる町になるよう、これからもまちづくりに取り組んでいかなけれ
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ばなりません。

町当局におかれましては、会期中、議員各位から寄せられた要望やご意見等を尊重していただき、

地方創生や町行政の執行に十分反映されますよう、ご検討をお願い申し上げます。

また、このたび議場の電灯をＬＥＤにかえていただきました。明るい雰囲気の中、皆さんのお顔の

表情もよくうかがうことができました。明るい議場で更に活発な議論の場となるようにご期待を申し

上げます。

結びになりますが、今定例会の運営に当たり、ご協力いただきました町当局に対しまして心から感

謝を申し上げます。

梅雨が明けますと暑い日が続きますが、ご参会の皆様のご健勝とご活躍を心からご祈念申し上げ、

平成29年第２回千代田町議会定例会を閉会とさせていただきます。

長い間、大変ご苦労さまでした。

閉 会 （午前 ９時０７分）
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上記会議の 末を記載し、その相違ないことを確認し、ここに署名する。

平成２９年 月 日

千代田町議会議長 襟 川 仁 志
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